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は じ め  に

子どもたちは 「逆OJで 育つのではないか と 私は思っています。数を覚

えたり、言装や字を覚えたり、斑学Stの子どもたちはみんな熱心です。子を

もたちにとつてそれはみんな遊びなんです。6歳になって、それが遊びでなく

なると、子どもたちはみんなそれが強いになってしまいます。

「もしも子どもを遊び妹いにすることがで占たら、人類をとtiすことがで

きるだろう」かなり路の 「どんぐり」(本被機関紙)に 書きました。たったs

泊6日ですが自然学校は遊びを通して人額を減亡から救う 「人類防衛Jの お城

です。

「学力低下J購 絞がにぎやかになってきました。自然学校に対して 「遊ん

でいないで勉強を」なんて圧力がかかつてこといとも限りません。子をもた

ちを勉強盛いにすることに成功した礎の手が勢いに乗つて 「今度は選びも」

と言つて攻めてくるのです。子どもたち、遊び嫌いになるばかりか勉強嫌い

も加速するでしょう。

自然学花事乗の 「中核施駐」である本校の何査、研究、開発は、初めのう

ちはプログラムの開発が主でしたが、ゆとりを持つた5'自6日の流れを考えた

り、子どもたちにどんな変容をもたらしたかを評価したり、そんな観点が入

ってきました。そして今回は、時 (8年前)、場所 (他打昧)を 変えての隠査

との比張という意統的なテーマでやってみました。兵庫熙の自然学校が 遊

びを守り子どもたちを守るそんな役割を実際に果たしているか、考える足し

にしていただけると思います。

私力r7年前本社に来た時は、自体学稜事業第足lo年、内外の評価も定着し

安定的に進んでおり、ゆとリブElグラムカす主流となってきた頃です。そんな

風に変わりながらも、その頃すでにマンネリズムの騒全が言われ始めていま

した。

自然学校、もっともっと変わつていく必要があるでしょう。でも、本当に

変わる必要があるのは教Fr自体です。自然学枚で培つたもの、それは必ず技

育全各がどう変わるべきかを教えてくれるでしょう。そんな観点からの討

室 研 究、そろそろ手をつけるときではないでしょう,S?

平成17年3月

兵庫県立商但用自然学校長

森 本 雅 増



兵llr県の自然学校は昭和63年に開始されてから 不 年平成16年度に17午H

を迎え兵庫県独特の教す事業としてすっかり定着した触があります。

今年度の調査研究は 経 験とさまざまな取り親みを積み重ねてきた本事兆

力r 時 間を経ただけではなくどのように定をし 成 果をあ チているのかを考

迎的に把握するための研究 「自然学ttが,え た影客について 平ヽrls年度の刑

査と比弦して―Jと  イは都県における類以"業 と比弦枚正する 「自然lA験学

‖の実態と教育的効果についての調査研究Jを 行いました。前者の調査では

以前にも増してこれから日本学校にでかけるこどもたちには大きな楽しみと

しての 経 験を終えたこどもたちには大=な Rい でとしての存在となってい

ることが見て取れます。とり出す保幾者にも理解が進み 本 事業が当たり前

のいとしてい控えが出来ている様子が何えますも後者の判益では他都県のJr

業と比転する事によって兵庫県の本事来が浮き彫りになっています。tFに5in

6はというのが兵H,tのいわゆる 「北りJで すが、この期"け破定が大いに意味

のある手が改めてわか, 兵 庫県のコ、りよが,の事業ではないことが一層明

らかになりました。

',阿がある程度lAみになった事共に いⅢ的な変化はあま,見 られないのが
一牲ljであり 場 合によっては衰退の傾向が見られる場合がありますもしか

し今調査では 自 然学技の財産と力がしわりしわりと部えられていることが

わかりました。この対米は 】i来のは然学校発展に由付を採めてよいという

Ⅲに他なりません。

このところ子どもたちのキカ低ドがrL‖され ゆ とり私すが見直されよう

としています。確かに教育観は様々であり 現 状う,とすしも良いとは言えな

いかもしれませんが い つの世も変わらないのは 「よく学び よ く近べ」で

す。白朱半夜はH先 の識講にIA'同 されることなく い つまでもよく遊び

よく学べる場であつてほしいものです。

平成17年3月

兵庫県立市lD iⅢ自然学校
調査 研 究委貞会

委員長 山  田    正



目  次

|1 lLめ ,

～J占|

H4 |ヽ|■■|IⅢⅢ■を生ヤk付拘切|ど■わいてい」‖■十卜先 ………………1ヽ
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～平成8年度の日査と比較して～

神 戸 市 外 国 語 大 学 教 授

口 口 争 院 大 学 助 散 投

兵8県 立由担廃自体字殺指導主車

兵8県 立南但瞬自体字殺指導主車

山 田

甲 斐

E 下

孫 本

誠

如 彦

康 代

良 孝

- 1 -



自然学校が与えた影響について
～平蔵8年度の間査と比較して～

【はじめに】

昭和63年度より同皓された 「自然学校Jは  ヽ

年度で17年目を迎え 氏 碑阜例 学1を表育におい

て 特 徴的な軟市活動として そ の役割を来たし

てきた。そして そ の成米を椛記するため 平 成

8年使の本社卵 F究紀要では 小 学校5年よとその

保護者 中 学核2年■とその保護者 高 等学校2年

生に対して EI然 学校が与えた彰響を調査研究し

た結果を報告した。今から6年ntの当時 既 に自

然学t4での成果を い くつも報告していたが こ

の親告は 今 後の自体学t4の充実をさらに向るた

めには 常 に教育の今日的採題を幌点においたブ

ロ″ラム開発が必要であるとの考え力ら そ のネ

ロを探るために行つたものである

ところで 近 年 小 学校教育では 年 接遭38

制 ゆ とう教育 結 合的な学習の時間などの側曖

が実施され 8年 ntと此本 子 ともたちを取う巻

く環境は大きく変化したといえる そ のため こ

のような擦境の変|ヒにもえながら 自 木字桜をよ

り充実させるlk組みは 打 査研究委員会の議E

プ0グ ラム検討宏員会の設せなどであり 努 力を

重ねている

そこで 本 純十では な 度 平 成8年度に行わ

オtた調査を実施し そ の当時の結果と比改するこ

とで こ れまでの取打1みの成果や 今 徒のWllな

の指針を経 ,た いと考えた。そして 第 1部で と

子蔵3年度と平成,6年度!t常妹争破を体験した小

学生とその保題千の構米を北弦することで 第 2

師では 自 然学後を体験して 3年 あるいは `年

を緩遇した中学生 高校生の紙年的変化について

平成8年度のtt衆と比軟することで こ れまでの

取なみを評frし 今 後のさらなる自然学校の発展

のための糸口を探ることを目的とした。

1方  法 〕

平成怠年度に央施した領査をもとこ そ の障にlt川|

した質問紙を用いて 下 数の対豊に対して 平成,`

年7111日 ,ヽ丹拘 Bの 間でを字tr4の都合のよい口時

に調査を行った。なお 中 学生 高 校生 及 び保海

者については 前 Eの 調査との比鞍をしやすくする

ため 選択舷とを"Jいて質問紙に修正した。

1 日 査対象

第1稲では 本 年度自体宇核を実施した小学校5

年生とその保護者 そ して 第 2abでは 3年 前に

体験した中学校2年生 お ■び6年前にfArし た高

神学校2年生を対4と した。

小学校5年生

平成164慶全保自●A←投体験を

(51 ml人のうち 325名)

Ⅲ学校2年生

平成13年度全県自然学校体験を

(53ヨヨ1人のうち 42,名)

高等学校2年生

平成10年度全県自探学校体験ヤ

(5,p∞人のうち 44i名)

保護者

調ヤ対線となつた小学枚o年J:の保護者

323名

力■ 夕5年生 Ⅲ Ⅲ,2■ ■ 1高年■後 年生

白A学 在 1 lω 1 1御 10241加
作J茂者歓 |  ぅ 2J  1  414

5年生R議 活

Ⅲ在者歓 |  ョコ

□言者な 1  28●

2 日 査対象校

耐埜メ撮 校の抽出は 以 ドの■を考慮して行った。

調査地域が恒らないよう おt回調査時の6教育

事務所管内 慨 在はlo軟市事務所)お よび神戸市

飲青委員会管下のそltぞれの他蛾から抽〕する。

(北48磨は商回調査時の東4R盾1=融当する)

単独実施と含同実施では彰害の内容が巣なると

考えられるため 合 同家施からも48出する。

学校所在地域の環境に片寄りがないよう考慮する。

学lF4規模を考慮する。
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】票学年 地  区 学校名

小学核S年生
とtの保態者

持 戸 4HP市立4E山小学校

ほ神Jし "函 市立●ll小学後
“Lfr憩 イ章市立市四小学核
田播増 一宮町立木所内小学校

な 掃 日高町立日高小学渡

丹 渡 米上町ヤ中央小学技

長 時 三露町立神“t小学校

中学核2年生

神 戸 神戸市立歯iⅢ 字t4

ほ縛驚 百官市泣東け中学核

北績続 吉"町 立やコ1中学校

田損増 一言町立一言Jヒ中学核

工 路 い石町立!いこⅢ学校

分 ま 釜山市立ほ山宝,字 核

ま 島 洲本i立 貸,中 学松

高守掌稜年 生

度 神 県立西言蔦政

丹 有 県立三日冊陵高核

X格癒 県立加古"束 高核
西■塔 阜立佐閉え夜

tn , R立付口■協
演 お 鷲立津名吉也

神 声 県立芝捜嵩枚

豪2 日 査学校 C小 学校S年」4の保護者

自然学校を作験させたこと

自然字使に向けて取証んだこと

自然学L4t鮎開間中 子をもと接れて思つたこと

子ども"F自然学校から帰って苫た時に感したこと

自然学校をさっかけにした子どもの変化のこと

自体学校をさ,あ■すこして 子 を`との間わり

で変えたこと

もう一度自然学校のようを様税をさせること

【椅果 考 R〕

第|百

1 小 学生

rtRの 有需

図1ま 副 養対毎児童に 自 然学校を4teし た

かをたすねた納乗である。今回の日査でも 前 回

■韮と同様に高い棒 であり 百者を比較して

有とを差は訟められなかった。

Xな お 以 下の再生活果は 自 然学校を経験した

と答えた児童325人の回答の階果である。

自然学校受お前の気持ち

図2ま 「目株学校を行うHT どんな気持ちでし

た劇 という質lHl=対する格果である。自体字控

を 「葉しみ11していたJと 答えた児童の割合t‖

回開査で82Ⅲ% 今 回の再生で836時と と もに

高い値を示している。一方 「行さたくなかった」

と答えた児童の割合は 前回聞登で54%今 回田

空苺 3●|と い1,査わりのない構緊となつた。ま

た 「どちらでもをいJと答えた児産の観合は Hu回

綱査で1,1晴であつたものが90勇とやや減少傾向

にあり そ れらの児童が f染しみにしていた」と

管えた児童の割合を着千 高めたものと思われる。

0 日 士項目

家回転では 平 産8年度の調査と同様に 以 下

の項目を調査した。

O小 学雄 年生

自FA学校実施llの気持ち

自然学校前の心配や不安rrこと

自ハ学488に 取組んだこと

自然字役を終えたときの気持ち

自然学校で感動したこと

自分で自分をはめたいこと

自体学校でつらかつたこと

,消6日の間に家に帰りたいと思つたこと

自株学校を言っかけにやり始めたこと

自然学校を体験して自信がもてるようになったこと

もう一度自然学校のような4ERを すること

②中学校2年生 高 等宇核2年生

小学校での印鎮の強い行事や学留活動のこと

自然学校で感動したこと

自●A4校 をきっ"ヤナに 卿束 聞 心を持つたこと

5S白6日の自然学校の生活を通して い がけるよ

,に をつたこと

自然学校の体験お1役立ったこと

自然学校を終えて目慣が てヽるようになったこと

もう一度自然学校のような体験をすること

1的比

ね0%

朝

"

朝

01%

0比

国1

atl● g       軍 印 韓 よ

的 ●          ・ 再,お ,,(● ●1
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屈翻卒た

軍既"E        子 に,6●電

□  々実 々前綿       1串

て H茶 年後は ケ 核イiJIのⅢでも 柴 しみをも

のの―つとして定着しつつあると考えら'tる。

さらに 「楽しみにしていた」と答えた児童にそ

の処HIをたすねた結果"lkl〕である こ の国は 績

簡に 今 回の調査での頼忙を 経 軸に 前 日の調

すでの順位を示し 同 科在での理由の順位関係を

共したものである。(以ド 散 布口については同

ll)]け者の順位相間については ■ 意に訟められ

(Pてo os)児 童の自然学校にメすする姻律は 前 回

細4t時と同様に 活 動はいや友人との共同生活に

軒せられているといえる。

● ●□t"■ Aおいヤ下=`

●
イォ“ど=ぢヽいくら,コ しか

7額Ⅲ柱thStユ■・̀

。口.提ちriぃ
0印 子奇‐ ]“ して,

●‐ l o c ^ビし■ |

●全と皆:こ,tiⅢ
マエ̀

吊

告

国o

1       1      0      “       1      6      7      0
■た 0車内

票し″にしていた題白     I Pく 。い ■ , ( Cい

一方 「行宮たくをかったJと 答えた児童にそ

の理由をたすねた結果が田“である。両者の順位

相Hlについてて工有意に該めら4 をヽかったものの

「映しくなさそうJを rFく 他 の理由では そ の

‖R位は に = 直 線関係にあう nt回調資時と同

様に 行きたくない理けとして 「テレビ ター

ム お やつがない」隊 にから離れることがさみ

しい」うて上位となつた。=た 「来しくなさそうJ

については 前 日粛企叫では 「テレゼ γ ―

ム お やつがないJと並んて上位にあつたものが

今「の調査では最下位となり 現 在の児童にとっ

自妹学校奏強前の車しみの度合い

口5は 尚 Mの 資削て「楽しみにしていたJとさえ

た児童に対して その渡合いをたすねたものである

四に示すとおり「とても栄しみJ「かなり来しみJの

削合が増えており(P知o)nl回 調査時に比本 英

施前に自然学14を楽しみにする気持ちは強くなって

いるといえる.このことよ 現在 行われている山A

学校力犠 択ブログラムtよる展mを 採r,してぃらな

ど これまでの画 llをブじグラムから 多様なブじ

グラムヘと変化したためてはないかと考えらイ1る

自然学校奏お前の心配や不安

円6ま 自然学校央ltnlt心配や不安なことがあ

ったかをたすねた榊米である。□に示すとおけ「不

安や心配があつたJとをえた児童は 前い副社rrに

比へ HRっており(P的o)多 くの児立が女tし て

自然学核に参加したものと思われる。このことは

告字ttにおいて 十分な工前準備がなさⅢているこ

との現れてまないかと考えられる
一
方 「不女や心

0

7

6

. 5

84
岳 。

2

ヽ

Ob

日 4

1        2        0        “        0        0        '
■■ ●■ほ

,き たく0,,た 0百       ・ ,(oい ●●'て00

●" , i i●官

"」 ●ヽ′tし0 す0ヽ●

●■■どい i t Oする官

rtr"“&さ……Ⅲ 'W"Ⅲ
・(いく・嗅

●

■

,.         図 |

1 0 0■

的″

ロス

"%

的党

酌%

拘葛

。X―
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配がある」と挙えた児査の不安や眠 の庚合いは

国7に示すとおう前回閉査時r,t「 とても不安

やは配がある」と答えた児童の割合が増えており

(配 0け 不安や心配を42える児童は その1,題が

拝刻化している可能性があると考えられる。

また、不安や心配の内容については Net示

すとおり 前 回日査との間の腋位相関が有意に訟

められ (的 ol)児 童の不安中心配は 友 人ng

係や縫距面に寄せられているといえる。

さらに こ llらの不安やさ配をなくすためにし

たことを前日田査と比軟したものが酌 であるか

前回側査時では 5位 であつた 「察藤1=相離したJ

が 今 回は1位となり 岳 庭てn然 字投への事市

の取紙みが十分なされていると考えられる。その

点について 学 校や家庭での事〕“取恕ムとして

練留した, 調 べたり 相 談しためしたことを硝

回剥査と比致したものが図loであるか 〕1回線登

との問の順位相関が有産に認められ (Pくo05)

自然学核て行われる活動の準備が今回の調査でも

上位を占めていることがわかる。さらti 今回の

調査では 「活98の計画や立察等J力■位となり

単に
rJぇられた活動をL手 く行うためのlH碑だけ

でなく 主 体性をもって 活 動のRl箇や立梁尊に

児童が問わつていることがわかる。このことから

近年の自然学乾が児童宝4Sで避皆されてお, 毎

年 兵 ぼ県教Ir宏員会から示される自然字確実施

妥項●1現場レベルで理解 漫 透していることがう

ながえる。をお 国 の中で 「活出の計画や立案

等J「行く場所等をネットで閥べたJに ついては

前回科在では 見 られなあったFL件であるため

経抽の日位をo位とし 顧 位相関の検定からは除

外した。(以下の貿間瑣Jで も 今 回の判資で新

たに現れた日誉については 同 様の披いとした。)

□
1的%

的四

SIイ

幻イ

20イ

0党

臨

工角|■,        ,■ 11草産

不コ,t中 章■     ・ ,(●6 ● ,(,0

いヽネ

競

10そ

班

勾イ

は

□7

平確 店        i茂 Ⅲr々

●E 不 費りなさい    ・ ,て。お `・,(0● 工
ｔ
Ｂ
４
庄

,‐0取

●,内t口いした

0
室  〔0峡

●口 ,■

●よコビいt rし、

●何 l wし た

Ｅ
ｔ
日
本
↑
８０“

●

0さ
1 4 0 4 1 0ア

■Ⅲ10,E

日" イ 題 種 ■●くすた0にしたこと ,P(。 c ・■,(On
10

0

●

才

岳6

常 :
0

2

1

0む

取  ●●杯 ゆ 解

1     2     1     4     1     1

7蔵 10■度

7    0    0   ,0

●,(EE ● ●P(00

,‐ 0

5 0は, 1 ' " = A●J●

輩やさktを●
●●●ⅢⅢ, t ,

恵 =Jt“  【■tく
TF Iのr■4 '
●         ● 骨野?軍占てt,1,

0と (●●A4,

●い ,小 =Ⅲ Ⅲ… …

●= ` [中0 (■を0 ,

●H iく すしヽ イ,フt t tいo

-5-



，
■
０
■
〓

力 ,一こⅢo口,●

●AtttS軍|★マbA
●

■打"" 期 や大■"はオ
●
rf,●姫 い   【

   は ,口 .

●H中 酌 市 日ヽ

●"ⅢH E●‐

●●B‐ E口 ●●,セ

●友タラ''■ い口tr
4tl●,こ… Ⅲ              ● (■■▼〔■ 卜■,Aた

i0

11

11

,

11

●

“

0

2

1

V   1   2   0   4   1   1   7   r   0
TH O■ 々

田10 確 口したり日本和 ね0したこと ,P(B崎  =o,(oo
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図Ⅲは 「gA字 核を終えたとさ ど ん″気対

`て した,Jと いう鷲‖〕に'すする結果である。

「楽しかったJと 特えた児抵の剤合は前回調査で

8卜699 今回の調査でS45ヽと と もに高いほを

示している。
一
方 「楽しくなかつたJと 答えた

児士の割合は 前 回胡介で60町であつたものが

40郎 とやや減少傾向|=あり そ れらの児玉が

「来しかつたJと 告えた児童の割合を着千 高 め

たものと思われる。

さらに 「米しかつたJと 俗えた児童にその月

1をたすねた結j■が図 2である。前回調査とのII

位相関は 有 章|=認め,■ (政o ol)☆ しか,

た理 tlとして 活 動の充実や友人とのR守 な yl係

が 高 いウエイトを占めていることがわかる。

一方 「凛しくな″ったJと 答えた児童にその

理由1をたすねた結米"1打いである 前 回調査との

積位相門!ま 有 きに逆めら!1(的 ●1)探 しく

な″つた理山として 弁 し,っ た理由と 正 反対

に 活 動での不荷や友人関係の失敗が 大 さな,モ

因となつていることがわかる。

自然学技実盗機の最しさの度合い

□14は Bl出 の質IJで 「楽しかったJと 誉えた

地=に 対して その使↑いをたすねたものである。

口に示すとおり 「とても栗しかったJ「 かなり

次し力ったJの 割合がすuえてぉり (Pく00S)nt

Jttlt時に比べ 央 施後に白外字技を楽しかった

という気持ちはEHくなつているといえる こ のこ

とよ 実 施前の気持ちとFl様 現 在 行 われてい

る自体字核"【児■■体で突施き,しているためては

ないかと考えら,Lる。
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見学やケエー ボ ートといったi3動かヽ 1lm潤査

時に比へ 頼 性を落としていることがわかる

目燃学優で感動したこと

口いは 1ネ 宇核ての感動の■率をたすねた村

果である 間 に示すとおり 「あったJと をえた

児■は ‖ IJ削■1+に比ぺ 減っており(底0■,

児出の約■数力1は勤″iなかったと答えていること

がわかる。このこと! 平 成124庄 より導入ど't

ている松合的な学神の時間や近年の地捜ての自然

体験活動の収11みなどによう 自 然学校て初めて

44験することう1少なくなったためてはないかとサ

えうriる.ま た 指 導者が今回のJ然 字核でlrlを

おらうのか 児 立にどんな力をつけさせるのか

そのため tとえをプログラムを驚供するのかが強

味となっており町」:どおけで実施してしまうこと

も考えられる。

また 感 動した軽由に出しても 図 7に小すと

ⅢⅢ 「l回調査との|“位相関がイrfに はわられ

イPく011)仰 mと め助けないがてきたことやEI然

の文しきに感動したことわ【わ力る。

自分で自分をほめたいこと

は11は 自 4・学核の2中 に山分で山分をにめた

いことがあったかをた,13た ものである よ に小

すとおり 「あったJと をえた地には 肘 “劇t

時に比べ 5● 3ヽと控えておう (底Oo)児 童

の拘`剖がてIめたいことがあったと告えている。

このことは 前 述している力t近 1:め由体,惚 め

ブログラ■が選択制などの工央がなどれており

児Rが キ体lrlに問わるため こ のような柿Jtにな

,たのではないかと考えらltるっ
一方 「ほllしたことがあった」と答えた地北

に対し は 動した山さをたすねたところ 田 6に

示すとわり ‖Ⅲ回瀬4と のltR位相FTが有志に認め

られ (Pてo o5)キ ェンブフアイヤーや登山 ハ

イヤング 町 外よ事といったお馴木みの野外帝動

が感動を与えていることお【わかる さ らに fI会
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また ほ めたい内容に側してよ 図 19に示すと

おり 前 回rtu杢との川資位相間が有きに認められ

(k00い 活 動を達成したことや人に頭らすに自

分のこと力iできたことをほめたいと考えているこ

とうtわ力る。

つらいこと

図20は 「出件学校の最中につらいことがあつ

たかJを たすねたものである 国 に示すとおり

「あったJと 答えた児富は 前 日調査時に比本

32 “ヽと演っており (,(00)こ のことも 近

年 児 丘が■f4的に問わるため こ のような結果

になったのではないかと考えられる。

一方 つらかつた内容に1対しては 図2Ⅲ=示すとおけ

前回調査とのほ位相関が有なに訟わられ(P(o o5)

つらかつた内容の上位は前回調査時と同様 活動の大

変さや友人関係 槌康上の問題であることがわかる。
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また 「つらかったときにしたことJを たすねた

ところ □ 22に示すとおり 前 日調査とめm命 相

関は畝ゆられなかった。しかしな"fぢ 特 徴的な

ことi 冷1回rrH査時は6性であった 「がまたしたJ

が今回 2位 になつており 誰 にも相談せずに そ

の場を探り越えた児童サ増 えたと考えられる
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求に,り たいと思った日

箇231と 「5泊6日岡,こ 家 に海,たいとにった

かJを たすねた情外である。国に示すとおり nl

回翻査時と比破すると 帰 宅したいと思った児童

の割合は増加しているが 2 Fl日に割合が減少し

その後 地 加していく傾向は変わらfrかつた。

また 「姫りたくをつた理由Jを たずねたとこ

ろ 図 24に示すとおり 前 日閑査との田正相四が

有逮ti協められた (、ふ 1)もさらに 上 位を占

めた 「テレとが見たい タ ームがしたいJ「宗族

に会いたいJは  自 体学校に行きたくない理由の

上位でもあり 現 代のこともの生活状況う収 映さ

れた構築とをっている。

自妹学なを8,か けにやり始めたことで現在0

続けていること

図25は 「白PA学校をさっわ寸すこやり始めたこと

で現在も続けていることがあるうJを たすねた横

果である。田に示すとおり 「ある」と答えた児エ

は 前 回田登時に比べ 235%と 増えており

く0も 1ヽ)競 けているlE董が多くをっていること

がわかる。平成13年度からの自鉢学校実格妥項で

「自体学校で,に つけた力う学後や家庭 tttl全

での生活でも生かされるよう配慮すること。Jと 記

されているが こ のことがその後の学校現48で反

映された態果ではないかと考えられる。
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口21 章 て,てい0こ と0■ ■  ,,(。 日 … ,(伍 i

また そ の内容については 田 26に示すとおり

nt回綱室との頓Lrg関が有意に魃められ はoll)

家の手伝いや自分のことはg分でするといつた経

本的な上活態度として 日 常に生かされているこ

とがわかる。
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図2'「 自然字後を体験して 何 か自信が持て

るようになつたことがあるかJを たすわた海果で

ある。前日瀬査と比べ 276町 と 若 十 減少傾

向にあるが 有意な基は認められをかった。また

「百1ngを持てることがあったJと をえた児遠にそ

の内容とたすねたところ 図 28=示すとおりとな

り、前回調査との願位相間よ82められをかつた。

H位 )i上がったものでは 「食事作りJ 下がつた

もので,■ 「保護者と張れての生活Jガ〔あり こ

2Hちが順位を崩したと考えられる。「食車作りJ
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せ1 は` 辿 択メニi一が詰極的に採用されるなど

の改ヤがあったための結果ではないかと“えられ

る. 方  「14護者と離れての生活Jに 関しては

11との自然学校へ行きたくない理出の中で 「A

に力う様riることがきみしいJ,i上位に位‖して

いたこととの関連が考えら21る

もう一度 自然学校のような体験をしてみたいか?

は,9は 「もう一度 H米 学ltのような体験を

してみたいかJを たすねた桁呆である。口に示す

とおり 1し たぃJと 答えた児在は 前 回調lfⅢヤ

に比べ ほ,6%と 増えてお'(Pくoo)希 々す

る噌玉が夕くなつていることがわかる こ の言iⅢl

ll 百媒学校/1伎にFaする評面であⅢ 近 年のH

A学 校が,ま から高い評価を受けていることがわ

力る

2 小 学生の傑確者

自然学校を体験させて良かつたか

対30ま 「自然学rcを作駐 させてRか ったかJ

をたザおた村卑である。図に示すとおい nl,HI刑

llに比べ 「良か,た と思うJ割 合が,どo,こと大

きく組"「しており (P知o)J然 ヤ桜を侍定nり

にとうえている保能者が多いことがわ″る

また |ど うJと 拷えた保護者にそのコ出|をた

す″ユたところ 円 31に示すとおり 11」 Jl iとの

円“位キⅢ」が行意t芝 めらll(P(01")■ 段でど

ない作携がてさたことや保護をと離れた米H」Jtit

で自主‖やlj潤性が養えたことが は 然字性をは

験=せ てRか ったとこう理由のようである
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一方 「良かったと思わないJ理 由をたすねた

ところ 図 32に示すとおり 前 回耐れとは 順 位

相関が認められす 今 年度の口特では 「実施時

剤が悪いJ力J「l‐を上げ 「良いと思わなかったJ

理由の第1位となった。一方 政 施すると義がよ

くわからないJは  前 同調査と比へ 大 きく頂住

が下がり 自 ●・学校の意義は 概 ね保護者に理解

されているのではないかと考えられる

自然学校に向けて取組んだこと

田33 a4は そ れぞれ 自 株宇枚に向けて 児

童自身"i取紅んだこと 保 護者とともに一祐に取

紙んだことの有紙をたすねた結 Itである。国に示

すとおり と もに前回調なに比へ 大 きく増llnし

ており (Fく00)自 然学校へ向,て のrltr碕"!

ネ年度は積極的になされたことカモわかる
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□01-ほ に取ねんたことり有窓  中

=た  取 紅んだ内容について そ l■それ た す

ねたところ 因 35に示すとおり 児 童自身力靴祉

んだことでは 前 回調すとの対“位相間が行意に密

められ (kool)「持ち物の沖柿や確認J「 身の

回りのことは自分でするJな どの身近を挫倫す

よくなされていること,tわ, るヽ。
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方 保 護者とともに取趣んだことで11 口 36

に小すとおり 前 同嗣■とは 順 住相関が認めら

れなかったものの 児 H自 ウが取組んたことと同
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梯 1持 ち物や 平ヽ1柿lllの用意J「 イの同ゆサの‖

■推uの Ft脅Jな どの自然学校てのJ!ilで四らな

いよう“備している様子がわかる.

5泊6Bで 気ついたり 考 えたり 感 じたこと

,じ■がド然ウ核に出かけている‖HのSi白61で夕〔

ウいたり 考 えたり 感 したことの有紙をたすお

た常来が 因 ユ7である。国に示すとお, 11口i耐

41とItへ 「うったJと 答えた保謹者が,7,町と

大きく増えていることがわかる (P約0い

子どもが帰ってきたとさ 感 したこと

口39は 児 童が自然宇怯から怖宅したとさ は

したことすあoた かの有■をたすねた,1米であ

る。nt口刊介との順位相関は打古|=どめられた

(Pく005)。し力しなが, 上 位将では ば らつさ

がEら れ 前 ]調査に比べ 「狼佐まて参加てさ

てよ力ったJ「 うれしく 安 はしたJな どのは柿

がJと竹にと″(ったことがわうる

また そ の内苓 こついては 四ユ8■水すとおり

‖J赳花とは lR位京lFlが見う″Iす 14し い||

けをたくさたしてにしいJ「体調を航した, れ

気になつていないかJを 考える保護子わりいえてい

ることがわかる。

自林学校が言つかけで 子 どもが

変わつたと思うこと

門40は 自 然学校をどっ力けに 子 どもに2'

2た ことがあったかをたすいた粘"tである 田 に

"tすとお Ⅲ 航 回嗣査に比べ ■ 年にて よ
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その1 今ヽは 困 41に示すとおり 協ⅢⅢ剤杢とは

HF位相関が記められなかったものの 「 J信がつ

き た (ま しくなったJ「自分のでさることはFl

分てするようになったJの川煎住が大きく上舛した

ことを怖,lF ユョTjlR関係にあること力【わかる.

そのため 「家の手伝いをするようになったJ「友

たち対孫のつきあいが ,子くなったJ i tlしては

自然学校t加 して 多 くの児童が安化する頂日で

あることう'フかる。

自然学校をとつかけに子どもとの関わりで変え

たこと

同42は 自 然学校tと っかけに子ともとめ的わ

けて変えたことの■■をたすねた結栄である。図

にネすとおり 「あったJと 特定た供:ヒイが

470・cと対え (Pく001)自 然学校が ,ど もとの

関わりを空えるきっ″!,こなっていることがうか

る。

また 安 えた なヽに出しては 国 431こホすとお

り 前 同融々とlfRt相円が翌められ 1,く001)

“年度とも 変 えたことで忙も多かったの ユ

「出分てH米 ること !亡分でさせるようにしたJ

であったことがわかる

再度 目 林学技を子どもに

件験させることについて

田的は ,■  自然学技t“【族させたいかをたす

ねた結果である 国 に示すとおり 「させたいJと

告えた保甚材は ,1お・・と刑今としては高いもの

の 前 回封rrと比接して R少 している (昧Ⅲ、)
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tし て そ の理‖をたずわたところ さ せたい

理よに関しては 四 45に示すとおり nl回 調在と

順位相閃が把わられ (快oo, 両 年度を週して

自然字枚カイヽ 艘イにFl様の認維で理解されている

ことがわ力る。

瀬

日様学校体験後の影督について

～中学生 高 技生のその後を平成8年度の日査と

比較して～

自然学校作既後 31!あ るいは6114「泄した中学

生 高 校とが 平 成8年度当いと比ヽ と のよう

な印張を自然学校に持っている力を打ることで

自然学核を充実させるための縦納llを取組みの成

環がどのような形で現れているかを辞価した。

1 中 学生

FtBの有無

'4,は  憩 在対象に rAヤ セを体験したかを

たずれた村業である。今いの」l rCでも988ヽ と

前回嗣行と同様に高い作峡|で あⅢ 価 をに右者

な差は見られなかつた

Xな お 以 下め調査橋果は 山 4牛 ■を体験した

と答えた生徒4勢名の回袴の結ナtである.

一方 さ せたくない理由に関しては 口 46こボ

すとぉり nィ明 査との回に有ななk庚化榔門に泌

められⅢ 「池情物がたくさん必要だからJ lf前

回JH■から」ittしていることが今回の作&と なつ

ている.こ のことは 「便利さJや 「共的さJな

どの現代のrltt14況を反映しての器凛ではないか

と推軒きれる。また 「ブログラムに無理47rぁる

からJわⅢF位に 卜がつており 現 在行われている

自小学校が赳,(ブじグラムなどをff用し 児 ■ |

作でイ子わ'tていること,11護 者にも周知されてい

ることがわかる
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i徒 うヽ 9ヽと ,ⅢI」耐↑を大きく■11,lkoo l

多くの者が出小■|えて感動作統t‖ たことすわ″

ろ 毎 年 f←|り11玖市委員会からホt ttる自然才

化実施要頼でよ ヤ LT9年枕よⅢ 出 然字夜ての

感動作験t脱 ■を置いたプロ″ラフづく'力輸 利

さlLてお, lⅢ lPj自然字伐では ',″ ラムIT

た秀員会を設はし そ の工央を行 ,てさた世‖が

あり 今 卜のような結果となったとウえら,Lる

また 町 動した1とをえた■11にその 各ヽを

たすねたところ 四 1,こ示すとお" nl同喬在と

め“t相 関は地らイしす 今 同ゆ‖作では 「友人

関係の楳まりJ 5Ⅲ16日の生t舌J「↑ヤ|での生 rF i

わJ「也をirて おり 前 山Ht竹と比へ 女 人f町係

の思いいやItW布在型の生活がは助をうえる要「増

11なって, ることがわ力る

さらに そのコ!HIせたすわたところ 回SOこ示す

とおり '1回嗣■との順住相問は■られす 今回の

調在で す「友たらとの協力Jが1“ftを上げておⅢ

自然学校ては 友人関係へのrp安ガ曲か。たと思ゎ

れる 一方 頂tt卜 けたものモ A「作品の宅虎や
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イヽ 1工 F然 "怯 ど血して栄Hl tt tをもった

ことの有塩をたす1いた結■である ドHtホすとカ

' 今 回り刑4て は 「あったJと 体ぇたt従 が

7ヽてヽ 二々 えてお,1,く 001)=4■ 1之てのは残

らとして 象 味  rl心をもったJilt″前Ⅲ詞こと

り 町 えたことがわある.
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をた 興 味 nS心 をもったこと●2r tの 後 雑

親しているうヽをたすねたところ 口 ,3に示すとお

り 剤 回欄在時とをまをく 今 回の網章では 興

味 関 心をもったと告えた生徒が増えたものの、

その後の経ttHは 変化していないといえる。

さらに 「あったJと 各えた生ltlこその内村を

たずれたところ 図 55に示すとおり 前 回爾査と

その順性は一政し 「自と性 と 本的な生活智憾J

う協 も そ の後の生活で心がけるようになつたこ

とであることがわかる。

一方 「興味 問 いを生かしていること力〔あるJ

と答えた生使にその内容をたずねたところ f自

株環境を考えているJ「和備なとをよく見るJ「キ

ャンブに接加するJな ど 最 も 興 峠 関 心をも

ったと替えた生tt力【多かつた 「友人FIS係Jで はを

く 一 桜的に自体学校で■く行わttている活動に

関係する事trが多いことは興味藻い納米である。

などけるようになつたこと

口54よ 自 然学校の生活を理して い がけるよ

うになったことがあるかをたすねた拙案である。

日1こ示すとお '「 あったJと きえた生徒は

514%と前回調査よう布意に増えている (P41い。

また 心 わ“するよう1こなったことの構梅祐につ

いてたすねたところ 図 56に示すとおり n的 調

益とそのまは越められをかったが 胸 半数の生徒

が 現 在も絆粒していることがわかる。
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凹5,■ 「今まfに  自 然■41tの作峡カイtt

tっ たことわ【あった″Jを た ,おた|十1 てヽある

よ こ示|ヒ 本Ⅲ lあ つた )と 告えたⅢ:たは

611・Tとirい副■に1し末 ■ 3に 増加している

(ネooll

=ら t fあ つた,と岩えた't!子ttそ の 1育を

たすねたところ Htt t示すとおり 前 |"im査と

は18位■H町が記め',ltなかった こ こtt 市 回

掛Ft=北本 「友人町係かじ,,な った)=卜 え

た生徒″■いえていることが特世的fあ った

目侶がもてるようになつたこと

「自然ケ化を終えて 自 信をもてるようこな,

たこと"fありますか1とた|お た者県″!裕0てあ

る。ほ1にホすとおけ 今 回のm作でも ‖ “剛 介

とすIIに均6割の!Hlとう 「あ41と 体えてⅢる,

また そ の内存をたすお■ =tら  ■ 的 =示す

とおⅢ ⅢⅢ口嗣■とは有むⅢ川“L相 田 よヤルられ

なか ,た こ こでも 「友人町係'luヵ■tなった|

が臨fit iヤていることうて■欲nうてある

自殊学校の再体験について

「もう一度 と 4■ 続のような体較をしてみた

いてす力Jと たすれたFut果か,461てある 四 tホ

すとおり 今 回のFJ44ても れ1回翻■とⅢH様に高

い希望↑であり 前 イを比核して 行 はなとは1恕

めⅢれなかった れ“H ttrrn)` 今 回 6nい 割合

てお作レの希中す●Ⅲ S午 41道した呼 空から

も高↓1付tiEが イⅢ')メιて, るヽことがわ″み
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待験の者捕

口6●は 期 査対象に 自 FA半核を経験したかを

たすねた描米である。今回の関登で【工巧%と  ‖

直調室に比本 体 験者の割合がす歳に増加してい

る (Pく00)。 これま 3r回餌盗時に対象とをつ

た高機生が自然学校を体験していたのは平成2件

岐であり 日 株学校が全校奥舶に重る前であり

このようを結来になつたと考えられるも

寒なお 以 下の再査落果は 白 体字按を体験した

と答えた上lt419名の回答の稼界である。

瑠Eのキ体について

国衛は r,法学校での感由の有採をたすねた催

果である。日に示すとおう 「あったJと 答えた■

徒うt■54%と  前 回調査を大きく上回り い範0け

多くの者が泊株学校で感助体験を得たこと力Fゎか

る。4】学生と同様に 平 成,牟唆から自然学校実施

妥項の中1で 感 動作線 こヽ礎■を置いたプログラム

づくりが強樹されており そ のため 今 回のよう

な結果となつたので工ないかと考えられる。

また 「感動した」と答えた生3tにその内容をたす

ねたところ 図 64に示すとおり Hヤ[調 査との鳳立t「

関は見られをかった。今回の調査では 「宏人関4r

の深まりJ「野外での食事作うJがRR位を上げており

lFr口調査時と比べ 人 間関係【=提よを向けたブログ

ラムの作り方や 野外な事もrlに
一
斉にテレ
ーライス

を作るといつた形ではなく 選択メ■ューという形で

工夫を持たせているため これらか感動を与えるjt

国になっているので1=ないかと考えられる。

そして き ら こ そ の理はをたすねたところ

口衛に示すとおり 前 口調査とのlr位相函は見ら

れず 今 回の調査では 中 学生と同様 「友だちと

の臨力」わ報 能を上げており g体 学校では 次

人関係への印供が強かつたと思われる。一方 は

位を下げたものでは こ れも中学生と同様 「作品

の完成や山食りの達成感J"fあ り 単 に活動で糾

たは情は 1‖日調査時と比べ g然 学技で大苫な

忠動を与える理由になり得ないことがわかる。こ

れらのことも 自 然学稜実施繁項の中で 人 問関

係を験再したブ。グラムづく,″【強調されている

ためではないかと考えられる。
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四げ 興味価心を↓ったことの内中 EEEEEEEEEコ

換味 閥 心をもったことの有無

は十“は 白 淋■核をiOして興味 M心 ごとつた

ことのIJ峯をたすわた料米であるど国に示すとお

' 今 Uの 調査ては |あ ったJを 答えた生れLが

,6ヽ と組えており 1,(n01)1外 学技ての‖t

残を通して 製 味 関 心をもった生役亦nl同嗣布

より 狩 えたことが1,から

また 策 味 則 心をもったこと,i そ の, 朴

社 している力をたすねたところ 向 `さに示すとわ

' 前 回調素時とよはな( 今 回の調査で よ 四

味 r4こ をもったとおえたt徒 が増えたものの

■のltの維続位は変化していないといえる

さらに 壊 味 円 心をも,た J:徒にその内をを

たす13たところ 口 6,こホすとおり 前 同調■と

め‖位相関は見らllす 今 いの拙在では Ⅲ 学J,

と"ll「 友人がす脅える■ 大 旧関係の深ま"J

が刊R性を ,げていること"liつ  前 川の 「ど助

についてJと 同様 白 洪ヤ| の々ll張を通した人と

のつなが,が  前 向科Frtt r,も 近 ■のプログ

ラムの中で強調されているためてはないかと考え

ら11る

方 環 味  」 はt′riかしてぃることがあるJ

と格iた 生徒にその内4を たすねたところ 「町

夕怖 動などの団体に大つているJ「キャンプに行

すているJな どのいをが夕〈 「興味 門 こをも

つたことがあるJと おえた■仕力f最も多かった

1友人FJ係Jて はなく  4tljに ま株学性てよく

行われている活動に関係する1'柄が多いことは

1'′'と 同様 興 味求Ⅲ輔"t(ある

さ"け るようになつたこと

凹6,' 自 然才14の4ifiを通して 心 "“するよ

うになったことがあるかをた,お た結果てある

はに示すとおり 「あ グたJと 告えた生従は

,,S“と前回領奇よ'イrtに'‖えている 1政oo l
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さらに 「あったJと 答えた生徒にその 容ヽを

たずれたところ 図 70に示すとおり 前 日調査と

その順位は一致し 「自主性 基 本的な生活習lRJ

が最も そ の後の生活で心"■するようになったこ

とであることがわかる。

また 心 がけるようになつたことの機統性につ

いてたすねたところ □ 7に 示すとおり nt回胡

査時に比べ 619町 と そ の継続性が増加してい

ることう【わある (的 ●1)。

待験が役立つたこと

図,2よ 「今までに 自 然学校での体験が後に

立つたことがあったかJを たずねた格果である。

凶に示すとおり 「あつたJと 答えた生従は

406町 と前回薄企に1ヒベ 有 意にI14加している

(,001)。

さらに 「あったJと 答えた生徒にその内容を

たすねたところ 図 73に示すとおり 前 回調査と

は敵位科関が訟められなかった.こ こでも 前 回

制査とrL本 「友人関係わ控 力になったJと 答え

た生徒が増えていること端 徹的であつた。

目行がもてるようになつたこと

「自然学校を終えて 自 信をもてるようになっ

たことがありますかJと たすねた結果が□“であ

る。□に示すとおり 今 回の調合では 「あるJ

と答えた生徒れ 13略と右意に増加してること'【

わ"る (底001).―
―
―
―
―
―
Ｉ
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また そ の内容をたすねたところ 図 おに示す

とおり lllttH養とは有意な順位相関は盟められ

なかった。ここでも 「友人関係が出かになった」

″恵位を上げていることが宥ま的である。

日親 の強 について

「もう一慶 日体学校のような体験をしてみたいで

す力Jと たすねた結果/jr図76である。図に示すと

おり 今 回の日登では 前 日閣登と比べ 「体験し

たし」と答えた勤 報打篤と有とに増えml11)

ヨ益学独特段佐 揮 を4gaした古機生から 高ヽい

お足度が碍られていることがわかる。

t音 と  め ,

本報は 平 成8年度ヽ 「宮ハ学被が与えた影響

についての日生研剣 で行われた日=を  8年 経

過した114度 t実 持し そ の当時の結果と比較す

ることで こ れまでの取紐みの成来や 今 後の取

紙みの霜針を探ろうとするものであった。尉経的

には 第 1部で ま 自 然学校を今年度 148し た

小学生とその保懐書を そ して 第 2部では 自

お学技を体験して、3年あるいは o年 を極通した

中学生 首 殺生を対aに 再室を実出し、現在の自

体学校や過去1と経験した自然学校のほ年的期 ヒを

Pr価したも

第1部で1ま、8年ntの自然学校に比ぺ 多 くの点

での質FFJ向上jtlPめられ こ れまでの醐 みの成

果あ彰 として 日 配された。

こた 期 部においても、その経年的変化は 8

年前に調査された描来よりも 明 ら'H=自 然学校

実施要項を反栄した形とをり 各 現場でのプログ

ラムカt 驚 ましい形で展囲されていることjrFt認

できた。

以上のように こ のようrF点において 完 成朗

を辺えている自体学校ではあるうr、子どもたちを

取り巻く環境は日4、 褒化しているの|1現状であ

る。今後 継ヽ続的に自然学校の質的維持向上を図

る努力が必要であるといえる。

13阻資倒

,「 自然学校|1与えた影響についての日査析剣

平成8年度市但吊自然学校研究紀堅
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自然体験学習の実態と

教育的効果についての調査研究

びわこ成腰スポーツ大学教授 中

関 西 国 際 大 学 技 校 高

兵庫県立剤 J馬自然学校指導こ事 西
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自然体験学習の実態と教育的効果についての調査研究

〔はじめに】

9,6年7うに公表された第15刑中央教育7r譲含

による第
一
次密申 「21世紀をFI望した我が国の教

育のあり方についてJで は こ れからの社会を

「変化の敵しい 先 行き不透IIItな 厳 しい時代J

ととらえ 子 どもたちに [生きる力]を 育むこと

の必要性が確蘭され |1験 活動の機会を広げてい

くことが打ち出された。これを受け全国的に学校

教育の中で自然体数学留を取り大れる自治体"地

えている。

本県の自体学技は 昭 和63年に実施されてから

本年度で17年を44担しようとしているが この問

間係各位の努力によ'「 IL摩県自然学校Jは 多方

面から注目をあび 評 価される事実にすつた。帰

内小学校5年生だとつては卜待ちにする学校行事

となり 保 護者の岡にも一定め評価が得られるよ

うになつた。

事採開始以来 自 株学校における教育実践やさ

まざまな研究成果の蕃猫力ら 自 然学校での体験

が日常の学校 家 庭生活の中では得ること,1でき

ないIs足感 充 実感を得ることができ 児 童に何

らかの変化をヽたらすことがIIHらかにどれてき

た。しかし こ うした如見は自株学花を経験した

同一学校の児まり反応を分析したものや自然学校

前後での児童のほ使変容を討べた研究からのもの

が多い

本研究は 長 碇県自然学校と他都県の自然体験

学習を比整検討することで兵庫県自株学校の特徴

を浮吉彫りにすることをねらいとした 兵 成喋自

然学校 工全単下の公立小学校5年生うも泊6日の日

程で実施し 専 用施設をもち遇営補助勧 技 nt

れ 指 導補助員のサポート体制,iあるなど か な

り特徴的な取紐ふとなっている。そこで 兵 ば単

自然学校の取組みを条件の異なる他府県のrS妹体

験学召と比較し そ の結果に功外的な意義う紹 め

られれば 兵 廊県日株学校の進むべさ道を考える

うえての指針となると考えた

【方  法 1

i 調 査方法 調 査内容

卍杢対象には 兵 雌県自然学校と兵庫県外の小

学校の自傑体験学習を比故検討するため 平 成16

年度に軟育計程に位世付rナ 小 学5年生あるいは6

年生で宿泊を■った自然体験学習に取組んている

兵庫県外 (岡H県  広 島県 鳥 取早 滋 賀喋 揺

井県 東 京都)の 小学校10校の協力を得ることカモ

できた。また 兵 雄県タトの小学校で実施されてい

る自体体験学習の時期が8月力ら10■となってい

るため 長 犀県』殊中被も同時期の9月 10月 に

兵庫県上高担馬自然学校 (以下間担馬宙外字独)

で自然学校を行った兵庫県下の小学校4校の協力

をl■た

以上の結果 合 ヨⅢ4小学校の自
jt体験牛習に姿

加した任意の1クラスの児症 「T438名を議埜対祭

とした。

調査向容は 実 態を把握するために自然体鞍学

習担当者 担 当敦諭が記入する 「自然体験学習の

実審についてのアンケートJと 日外作残学留によ

る児童のほ度変容をみるために 「子どもの作険

活動に関するアンケートJを 作成した。そのアン

ケートについては日立すサンピック記念詩少年結

合モンターカ事 業参〕口者の変容81定のために作成

した257H目からなる 「少年版野外体験事業質問紙

尺産く児童生徒用>Jを 用いた。

調査時期は 「自然体験学習の実態についての

アンケートJは 自然体験学コ実施後1適岡以内に

担当者に記入していたださ ま た参加児童に対し

ては 「子どもの体験活動に閃するアンタートJと

「少年版断外体験事業質問紙尺度く児童生徒昴>J

rd自然体験半留m始 1週15前に そ して自然体験

学習終了後1出世1以内にヽ使 「少年IIIT外作啜事

業質問紙尺rflく児童生従州>Jを 実施した。児ま

へのアンケートは 対 象となる児童全員が集合し

て一度に実施した。調査依頼社へは 全 ての調査

用紙を手前に郵送し 調 査用紙への記入驚了後

市但馬自株学校へ郵送回収した。

回J【数について12社わら有効な回答を得た。兵

摩県内3役 兵 配県夕ゆ枚である。また 右 劫回答

児ま数 ま359名であった。
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県    小 学校歓

喬雷居  |   ♀
,産 致

97

16

広島県 1

,

2

2

21

烏取県

滋賀県

28

73

68ll☆県

東京都

合計

2     1     58

12     1    359

象1 開 賛対象小学枚と児■徴

オ サ“日りす後にある■Bの「イ可わどを出也 tiち

ために 事ロレベルⅢⅢ々 ,とした詰坤 i‖■れる

今回の分打についてい れ |ヽ′ヽツ,一 ン Pヽヽヽ

4川 いて抗計処理した

I結果 考 車】

1 調 査対象小学校の自然体験学習の店に

1 1 小 学校の環境について

行H ll士対象とした小■| に々ついて 立 地環境

と担焼については■ 」 を=たした

セ地にⅢⅢて■1ヒ11的出″ヽ ニコ|ま″Lた 上J↓"J

ヤF★̀枝 比 ヤnヶ山4が 'な い土地の小iに ■t

!(11,■1つ小+1=よ ュtをと Jヽし, m々l白ム"〔少なt エヽ

,して'っ た

また 投襟Ⅲ年■のクラス取 まi6年 生坑てヽす松

i世 二 1■ 穀う■, 】 |は 11上が,f/であiゥた

2 分 析方法

|“41t駐 字4の ■恕につⅢてのアン'一 卜|

I よ 川項目を11純4ホlL ケ ft加 いた

「千ともの作rF活動にJす る,レ ケー トJは J:

i【イな験jr〔Ⅲ6"H ri■ lk■  ,演 J″うなって

いる 缶 項Bは 1何々ⅢⅢちJに ri Eチ■ある|

つ■ 十あまりないJI■  141くないJ4キ をう,

11‖体験 出 然体験titヤ ltについて合il■歓t

,出 した ■ 1古な町のイ,11■歓 よ6■から24■に

なるのて 合 |;伴■6■かf14■ を■活作球■〔“

81 6■ うちコ■を11fint残ド位様とした ま た

山ネイi験は合言得iが ,■かⅢ Ⅲ6■になる 合 十1

1【舷すOri"■ 22■をi然 イ1吹 卜lt辞 23■ 力r)

s`■を“然ll焼下位‖卜とした

サじtの rLtFI変特に対十イ)】口|では 「どわめてあ

ては言な1に4■ 「かなりあては言なJI■  「う

Ⅲとあて =まるJl■  ||こ にあて =まる 1■

「あて IまうないJo!を ,iけ ■化し= そ ■■

11の十jケ位をもとにlinll■■と,位 調卒い千1it

のある(枝定を女施した

1検,[t iJ「前とJl後の■均仙のとが七味のある

も″)(イ「となもの1 かとう″々位,こするものt

■均‖ての■"iユ市のltmイ)々|ヒ●あるのか =“

以卜の4化 ておちのうをHlかうちIn‖手段tう な

その■が誤とのtj rHを超える大どい功兵を設わう

1 たヽll今 こ=1に と行を次■  liO■ ,)水+ ｀ ｀

14, 水ヽ  ヽ■ま5ヽな“〔イすなitア〔〔記し |lt■

の範四であまけ変化の,と,lt4■ ■た虫Elまln、|

(イi古ではないの意味)と |じした. S町水“〔イr者

であるJと ま 本 Jよ |イ「意てはない|ゆ [「イ,

じであるJと して,H地え●‖'わrsⅢⅢ以下 に0しいこ

い以下|て あることをよ■

四十分やF工 項 H向 ■い山■のi■ヽ ものうち

□Ⅲ 小 学校の立地

i 夕 , A

S“10,

a夕,ス
I I t ( 1 )

□2 1ヽ学校の規頓

(5年生クラスの出)( )十 工自然学校

1 2 宿 泊日数について

出然ll験■!留を軟●糾 Ⅲヽtlヤ世うけ 生 加して

いる,同 の小十枝て よ れ 12Hチ ら6i白7 Frまtと

た て いる は 3すイ古十 枚 の″,7● あら Si

● り  歓 t行 ぅているす)よ!=“単自■キiえのユ1々

た,モ あつた な か oⅢl,1の 日米Fチ ケ]を ,t
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長期の自然体験字留であつた。

=に, 0高
テント道的
鞭    (独)

査日'■ ■ね
0低中“)

園5 寝 泊形態 【 )は 自艦学故

描しているのはJl京都の小学校であった

酌  宿 泊自数

―

―

―

―

―

―

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

日

日

日

日

日

日

日

Ｂ

日

日

日

日

日

１

日

日

日

日

Ｂ

日

日

日

日

Ｂ

日

日

日

■

日

日

日

日

日

■

■

ロ

ロ

■

1 3 保 題省曳廻金額について

保ll七負lH金柄について口“こ表した。Fをあた

りの金狐には正したものである 利用している舶

H2がどの小学校 公ヽ立 目立の寸少年軟甘施1世の

ために負担金額は高標になつていない。今回の側

査|すgl小学t4の平均負担金額は'宮あたり2689円

であった 特 にR硬 阜自然隼枕はどの小学校も

に8∞ド1から2mO円 となつている 昨 年度の兵い

県Jな 学校全体の保護者負担全額は,71 iJとな

ってお,他tF熙よりもF_標になつている。

利用する鶴渡うi民間施桜であつたり 自 然lt験

学科"〔網助金寺の'↓象になつていなけイtイ保枝者

の:lⅢ'端 "Hすること力
【考えられる

1 4 宿 泊形態について

自然体願学習での宿i=形ほについて図5に決し

た。今ての小キ校は複数の施技を移動せずに ″

i折の施設に滞在している。また期間中は全日刑を

穂台で佃泊する小学校が8後で 4校 は'ン トriを

入れている。ただし 1:宮2Bや 3'向4日の日外作験

学置では
/t日程を稿台捕で計画しており 'ン ト

泊をしている4夜はいすれも Si白6r1 6泊 ,Iの

1 5 自 然体験学習 実 施の紳組みについて

実施されている数吉.V程の枠11みについて表し

たものが 図 6である。どの小学秋も散十1学留

結合的な牛留の時‖‖ 学 核竹Jtとlh々な件綱みで

実施していることが分かる。

兵庫単自然学校についても同様でそ小学校によ

って取組みの絆が英なつていた。兵Ⅲ【県教育委員

会では自体学核と他の体験活動や総合的な字習の

時問等の画違を考えた上て 払 す活動1=適切に位

置付け 特 別活動での実施を投叫1している.本 破

`こ のことをムまえを機に竹キしているが 年 間

の控揉様験確保の門係から結合的な学摺の時間や

学核行事 教 科学習め欄 1みでのjr憶となつてい

ることが考えらイLる.

,的 0口●
勢     (勢)

□4 保 頑書負担金額  ( 〉 【̀自麻学校

■“●●
"14g)

"め 韓
牽 ( 1櫛

図6 実 施の枠組み ( )【 =自麻学校

1 6 フ ログラムのlaらい 立 案について

ブログラム立裸において掟もよ以机したねら

ぃ 立 集時の主導者については' 日 Ⅲこました。

最も重要視したねらいとして 「lL者と自分との

ようAい 関係を知るJ つ まり‖mづ くけヤ指導

ヤとのつなが'を大切にし ほ 商化を■視してブ

ログラムを立業する小学後が段も夕かつた(6夜)
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次に夕くに'られたのガ 十1件 と出すとのよりよ

い「4係を知るJで あり 出 4t,にしと 自 株をな|

るti幼であつた' 自 体に対する感女特ti■める

なと環lg畝お■つなするキ̀幼をlF純する小学に力て

■核 十うち由米十枚2権1 向 l ni性 や忠品力

京“は,ど 「コFしい自分のイじttJを玉枕するブけ

イライヤ策を行を,た 小■| 4々2忙 てあった (1

う白ネ',1111え)

兵“叫rAヤ 後のねらいの つ こなっている

馳 'と のふitあいJや =ど ろ力の山存の一つて

ある 「他J:や14カの増jLJ あるいは自拷fFttfi

勧技イ1の‖枠 基 本的4,活コ‖IⅢ■ア,″ ラム立4

のけにR〕↓する小学校は性られなかった

才U″ ラン立末に時して 秋 HI準 勤 ,社 十う

ちH然ケ|を伐1 児堂"嗜 出してⅢる小学Irゎ、〔々

ir然才″1,1と なっている ほ 11取卓がブロ″

ラム立キ″)1'よになって↓ヽるイ!11 ま々な↓ヽ

児“がフロ″ラム立家になⅢLている戦合のi

視十ちお'Jいま 「自然との円杯 (2按)J「他イと

の円孫 十全位 JI新 しいrケ 11忙Jの 3つのイ4Ⅲ

いとて =なっている 丘 if叫tr 4‖ えては2'が

ブじ″ラ4,4t蛇 工がな高している

1 7 指 導体制について

f=|工 あく=(“ ヤ,の 自然才|えての中報の4ュ

■Ⅲを夜取するため, 精 41tHを “j鷲 モするこ

とが人事モある そ =て  お 専|1前について凹,

にえした,軟 !{イトとなって権■を行をう小■核

力19核とおセも夕く |々 工施設職Hが J:とな 〕て常

球を行な・jている

■W町 4■ 1使1 で々は地納!早の小|lktは な

い打fランティ'ス タフ71指 導最 精 ■打助ni

す字セの自扶ケ性の1どう↓Ht iっ て析,4打 をつ

ていることが分かな

ユ■万三

0ほ  確 十

OAと りⅢ■
■■ 2,|

図7 ■ 要祖したわらい )は 自然学校

"■ 0ち
韓 て確 】 fIⅢ=4

ア“ "十

1 3 事 前指切 事 後指理について

1'nけ指い Ⅲ 後4席卜のH歌  時 ‖Ⅲをた1=た し

た 時 間については41分を1時‖‖としてIR41!した

Ⅲ【前指導は令ての小4ン性て行なわ41ていた ■

伐特革は【止を蜂(小■伐て行なわれていち H

玖 時 間と3■■Ⅲl指Ⅲ と多(の"力 があⅢ'られ

ている

豪2 事 前指」 ■ 袷指導に要した日敏と時間

田0 指 巧件胡 )は 自然学校

日敬 (SD) Rキ十罰(Sll)

事前指導

事後指薄

59(23)

28(23)

30(50)

42(36)

SDて 標準ほ差値

1 8 1 プ ログラムの立票との関迎

■前指導 Hr松析中の印数 時 川について ブ

ロ″ラム立女の L,に よつて比峡したた力! 表S

え4Fあ るど

ブEj/ラ■二4t■ iがな同しているⅢⅢ茂て

い 抜 A三 塩″,小十Fi■Ⅲ6事前指導 コ在 ヽ尊

tか 十られる 故  い ‖は多い.才 け″ラン|と茉

では■l前指キの中て忙止す白株14以学‖に門わる

け‖1や横合が‖‖き|していることとともt JF核

十
ぃ
ぃ

田0 プ ログラム立凍 )は 自然学校

- 2,一



|=おいてまとりや粧り出けにも時HHが力Ⅲナられて

ヽヽることが分ガる↓

表● ● 前指導に要した日敏と時日

(立察主導による'●●)

日敏(SD)時 間(SO)

立束改員主導小学校(7機)51(20)70(39)

立求児童会画小学校(5枚)70(37)00(66)

,前 指導

数  ● 後指導に理した日政と時間

事後指導

(立業主導による比較)

日歓(SD) 時間(SO)

立家鉄畳主導小学殺(7枚)23(21)39(aO)

立表児主様画小学校(5投)00(2S)46(00)

1 9 ま とめ

山体ⅢⅢ験字雷の実態"う 兵岸県自然学後と他tF

いで実施されているものと比核したところ 林 に

狩磁とされることは

O朋出のrさ

0指 導体制

01【寵を負担金額 で ある。

他叫の夕くの小学核が,加0日からOittSH t実施

しているの こ比べ 兵 は叫自体字核は5in`口とに

朝‖で実施している。また 央 施日故が長juであ

るにも田わらず保護材す1神1金8ユ 高縮 =なってい

ない 指 導体制では指噂ドや指導納助貞といった

イ(ラン'イ アスタクフを組み入れている■であっ一
′

た。

アログラム立案に螺る壮Rの な画やJ,1 41後

打いの8敢や時間力らはRttlrL自株学校と々の他

の学校では大きなとは■られなかつた。(表S■ 6

表6 ■ 前指導の日強と時間

,前指導

(兵H味 自然学技との比収)

日敷(SO) 時間(SD〉

兵H県 自然学校(3投)

県外小学校(強 )

50(1 5)    77(S5)

01(32)    0 '(s2)

何 暉自然学校との比較)

日機 (SO)  時 間 (SO)

表6 手 役指導の日蚊と時間

,後 指導

兵H県 自然学壊

ネ外小学校

30 (,7)    37 (1 5)

28 (25)     40 (42)
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衰7ユ 児 童の自本体験学コ前後のな渡空客の

指柴である。頂Bごとに事Bl鯛章 事後調査の平均

値と楳撃恒甚を示し 対 ILのある【模定を行った。
/2S環 国のうち12項目で事nヤ 事 後で縛点が■

意に変化している 11項目で高くなり 1項 目で低

くをつた。革nlから事後に"“ナて褒各得■が高く

なった項目を大きい順にあげると 項 目●,「韓

人に起こどれなくても 自 分て起きること"で ど

る」(0 31 Lt増加)項 目|"「宏温よりうまくでき

ないことガあっても い やになったりせf頑 眼け

とヽすことすできるJ(025点 増加)項 目(的「脱

いたほや持ち衛は吉ちんと豊電できるJ10四 よ鳩

加)項 目1)「歩いている達中で療れても も んく

を言わないで歩きとおすことメできる」(022点母

"口)項 目Ⅲ)「BI長やリーダーをlR極的にヨき受け

ること所で3る J(■21点増加)項 目(。)「みんな

のと見tま とめること断得なである」(017点増

力け 項目はSr自然の中に行くと新し, 発ヽ見″あ

るJ(0■8L碑加)項 目●)「だれとでも気穫t匿

ができる」(OJ●rr増加)涼 い口 「″要な時に あ
|,メとう ごめんなさいが言えるJ(0●A増加)

項目ⅢⅢ「何かやろうと予ると書 リ ーターになっ

てやる方だ」1012点増加)双 日(31「新しい友ほ

を簡単に作れる」(013点増加)であるo

項目(印 項 邸Ⅲ 項 目Ⅲ印からは「営分で起きるJ

「必要な時に言えるJ「自分で整理できるJのように

ものごとを自分て判断する佐力がつき 項 目,1

項目(夕|などからは「歩きとおすJ隈張りとおすJと

白主性や上作性など自己概念の成長が見られる。

また環日Ⅲた項目的からは「,一ダーを引き安け

るJ「豆見をまとめるJな どリーターシクブt発

揮てきる■うになっている。

事ntから事後に力Hナて14点が低下した項目まi

項目あり 槙 J臼 「天候の資化が敏感に分かる」

で 天ほの変化に気が付くことがでさなかったか

あるいは自体体験学留盟問Ⅲ【=大候の急変があっ

たのではないかと考えられる。

|_

―

卸

―



頂日名

ⅢOモい時や客いいに自分で衣順tヨ墜することができる
Ⅲ脱いたほやlTち筋はどFDんと笙理そきる
“出かけるとを=よ イ可】必要なの■自分そⅢ断し 必 要なものを持って

いくことができる

●1 12

0071012

061  006

050 015

O  S l

O S0

0S0

045

040

040

040

040

003

023

018

000

003

036

020

0 1 0

0 1 8

0 1ア

0 1 6

0カ

0仰

0 2ア

020 013

03ア  024 0を

0 1 7  0 1 0

0 4ヽ  0 1 0

019

022

0 1 0

0 1 2

0 1 0

0 2ア

0311 029

0" 0つ 0

022

022

000

020

000

自
己
判
厳
力
　
自
己
成
長

7云とよr)うまくてどないこと,あ モてし い やに4っ た',です頭環りと

||?富 :i!言 子:を 塩::i告 :::ど ;::を

し続 する方て

|。廟  人 に遺こされをくて↓ 自 分で起とること4/●さら

,ら いている遠中で定れても もたくと言わすいマ歩さとおすことができる

ロエ作してヽう重中で 実 取した部分があっても 自 分て工実して作品を

完成どtと ことすできな

21困っている友た,を 助●てあげること″てきる
Z天 候の=1しが類3に 分かる

000

030

0コ7

009

022

023

073

06B

040

042

007

0 1 3

029

0司2

012

000

0コ6

040

0 4 9

0 1 5

0 1 5

0 2ア

014

024

自
然
へ
の
０
と

ウ
十
″

，

シ

ッ
プ

的自客の中の活動,■ 力,41t いヽ
1"自秦の中に行くと折しL窮 見がある
■草花や自然のReを 見てを動すうこと″おち
1。自客と大間の生活にu承 いかかゎりVItあうと母'
●夜べてぃぃ木の晏や0こ 知つている

“イ可力やろうとすると言 ウ ーターになってAh`方 だ

Ⅲ班長やワーターを■ほ的にヨさ質!,うことがでとる

IⅢ
Ⅲたすの意見 tエ セめることが得意であろ

014 067 004

010 004 00ア

007 001 0を 0

014 057 020

014 0破  026

8鴛 祥 | :諄

03ど 1022 050

2 2 児 章の皆慎空谷に関する項目の困子分析

衰8 自 然体験学習評価項目の因子分析結果

寄与=(%)

371ア 202025Ⅲ 2010

1407 1052  101  92544殉

科笠項目25項Uを  十 増す|= ム リ子 ′ケスⅢl

転を用いてロヤオ41したところ 肝 取可化な,H

子力的1出された 1攻H

第1四子は 自 分て小″な1(況を学,田Fし 出 オ

で行動を決めてい(rせ |1断↑ヒカ十日frに向か 〕

て努力した'い越 t‖な ,てもあきちめないなど

Z■力や好力 こ四十ちも″)て 「白じ判断 r己 成

長性Jと 命名!た

第2口子は 斬 !い たうとを品十どt tllるや 激

とでも気にに話ガ〔どななどなち 「対ツ(対係スキ

ルJと 命名した

第3四十 1 自 然″メ「〔″力li的に単び 出 然り

中でのFrしぃ発見にlS助するなと ま たr然 と人

間の関係の理解な!!由 P tヽ t世Ⅲrな に対する感

F :差 計区分

1市的S t tを麦すもの 3向 4へ のに任Jと命名 した

'1四 子は リ ーイー ニ4っ たウ 引 =,す た

Ⅲ ど 電をまと04の がf‖tt リ ーダーシッア

1叫するものて|リーイージッブJと命
/rした

このようit 今拒|い た21JH日の尺使わら「白

せ|||‖ 自 己成貿也Jf】す人関係ス■ルJ「白件への

ど祐 fリー″―ウ′ブ|!tう “つの同十をお出す

ることかてまたt

口子■与

―JI―



2 3 因 子別の下也項目の封 と

表0 実 施湖岡ごとの児との態注変書

困
子
名

項目名 筆
旧

1■,日
難
n‐Ⅲ6 9

o泊4日
1枚

n=16

4た●日
1也
n‐2●

0泊,日

な
r j - 5●

a燃中協
強
n = 3 7

自
己
判
断
力
　
自
己
成
長

|lj8い略や寒い時に自分で衣ほt田臣,4こ とができる
1●4 2範 0

N S

IItuいた壊やお=有 ヒ=ち んとこ理で=5
3●| 201 2的

閉はかけるとをに` 侑 r"rtの ,自分r葛百し
″■43の を常っていくこと″【=`

0●

N  S

(7渡上より,ヨ くてどないとと″あっても い Ⅲに,
つた'tf百 取りとわ,こ と″■を`

424 2ね 255 300

付販 な時に ,り ″とう と めんなさい″言え0
ど花 273

岡て=4い ことJあ うとでき●ように4る まモ男力し

侵け●方だ

0ゐ

N  S

Ⅲ炭おうヽた時間によAtし,い て行くことrて むこ
強

田 S

(0滞 大に虚とされなくても 富今て由せるととJて せる
4的 御 1 417

(2渉ぃている遠中■定llて3 3ん くを言わないで歩ど
とヽ すとと才rじる

0“ 212 3 0,1

n〕T作 してしヽ3B中 で 英ほした題分″あつても 自う
T工央して作at莞 蔵させここと″できる

●|| 卸

ft S

0,日っているよたちt助 けてお17●こと41tビ ●
0を

N  S

“床如 ヒartBに 分″'
お ,

対
人
間
係
ス
キ
ル

て0姉 しい友連i欄 とに作れt5
乞23 201

0)た■とで3京 電に富″でき0
264 2,S 203

脇 んとのです,いようなむf″しいことに瀬 す0方だ
116 276

N S

1萌 んている神間にあとかう加うこことがて65
133 064

N S

四武大や年上の大t,自分の考えを■えこ
1ぬ

田 ま

2各

自
要
へ
の
題
と

内白熊の有の括Bjま宜持ち″いい
0"

N  S

的自然の中に行くと軒しい集,″ う`
27 を13

"■ 花や自然の景色を見て8出 iる ことメあ●
0●4

N S

0ヽ白燃と人間の生活には深いなかわリアう0と思,
Ⅲお

N S

●はヽていい木の宝や車を知,て いる
0 綬 232

Ⅲ S

リ
ー
タ

ー
シ

ッ
ブ

Ⅲ】H″やろうと,う と著 リーターになってや0方だ
24,

(1座 やリーターtat如 ●|ビ 受けflこと″でな0
0研 ユ14 4●

(0)チんなの意,t=と めること″48まであヽ
033 467 015

,く 01 0(03,く 001

―

幼

―

N Si有 なとなし n:サ ンブル歓(大)



lⅢ‖さlLた4つの対■の 「位虫Jこ ついて i

H:単自然学校の持桜の一つてある技札町jの R吉

十こよ 1て児上のを使変香を■た

■航川11ごとりtFl■4谷 を■thiinイト 11後 前作

〔liltのある巾t売をした枯労tの 性 を■9モ上し

た`

全体で ユ「有己lj田「力 r己 成【J田 子て ま6

nH「 ナす人 J係スキルJて =21自 「出然へりは

性Jてはi trlてH 「 リー″―ランプJて ま3項日"イf

iに 21ししていう し かし丈忙坤町=と にオけて

分llすると囚千ごとに安イしするJR日う`変"つ てき

ていることすう"る

「1己 iJIヤカ Lj己 成ltJ口 子 ●は iJ2 Hか

ら4泊SHて ま夕化■ち虫日'i大2少 とい.け ti

i白2日て 工‖卜Jが 有とに減少した項日″々 項F現 れ

てさていなっ迎に5f白6日以 にり長期になると変化

したⅢ日の故も大ど(増 えてⅢⅢ 白 己■長 印

亡|↓晰力 =ついて印米がJlれてとていることが方

"る  体 ,が 掟判にとることて 衣 性するl jr,1

HlえたⅢ 酔 'こ ともがたばりとヽせたりする

前白分ヤ起きることも成功体tPすlf工五なれば

こLtけにつな方fる.■ 'けてあ″tiま瞭なことも少し

のは成にすイしrす ますことお【て言なす坤Fう'i長〈

なればこその幼兵てある

「lf人|"係スキルJ田子ても た こlj怖" 白 己

成長国イと|すlIの傾向う.■られた ■ 明てあⅢし■

件=が プラスの変|ヒ項■ よ■られないが r判 で

■安イとするⅢ日わiU Fpした Ⅲ 「A内とに択なった

新しい人い出係う〈りに力Hすることかtと る時出

みW‖ てきてヽヽること,1■制=″し■.

「g件へのな14J J■では i白2Hて は‖■Ⅲ【低

ドしたチ|ヒ涼Fが 現れ 逆 こ抑15が長くたちこと

て変をわ1ましいて見られた

「リーす―シップJも 向llt長刑■欺すること

てrt容力〔虻,″Lた.夕 (の児とがリーターh“十=十1

どf, すヽる機合わ1自 株体就学宮のなかで多く"

保tl■ていたリ エ んなり古鬼を=とうないとい

すない状況が'「 グラムⅢやAiiめ」て起きてき

てヽヽること力f考えら″|う。

以上のことう,宮件体験宇?で はⅢl』が短いと

なかなか″,●いとするLt使ケを す切1■ヽ いか ミ

明冊体験することでfr■なと岐項Uて変容す見,

オトた

■付|ナ|!自然ヤ枚は当■lウ'ゥin6回 の日ltt行 な

わ″■ている 瑚 F‖'〔長 くなることt'一 マ|■を持

つて'コ ″ラムを主索し 撲 出することすてきる

また ,tら 面のブログラ!ヤ  ネ rli品助n今 め

ボランティアスタッ7わ1指■t体制に純み込ま,しな

■うこなⅢ Ⅲ Ff Ⅲ H IIlおらいのもとにブUグ ラ

ムうヤ瓜‖れ=|↓ることこ ■ Ⅲ幼米的な自件■1l t

なら,

2 4 因 子レベルの変化

向然件噴■コ =」ろけを変rrににする“口干t

ついて 作 口 |の 口千白廿前 1050以 卜の,「Hを

世び 自 然林敦学召"Ji市 剖■情と11″Fllな時の

四手合言そ↑tの 」=均‖せ 仲■怖キを併‖した。

イして円丁どと =合計十う11日数がtう ため

RI令 十合■ の前=に も賢をってくる。出子‖]り

‖月tがItにしや十いように そ ltti卜合ilした項

口故て削って J子 台古|↑■,4■ 消,1に巣ⅢIし

た て い放他=tと に lftの あ■‖資にどイ〒A

った。若■を大 oによしたす

衰10 自 然体験学習前後の参加児童の態度変容

その新,t i後 融在ては 「リーターシップJ

(0コ7■】01市 「対人14怖スキルJ十o4■ ‖加)

「出己十j口F力 れ 己成長J(oに 古岬力い の●て

イ「rfな前 ,す■■1した。

自然体財■■の″ユ■いとして化をと口分とりヽ

Ⅲ l Trを打ることを工要視した小学技が十rrぁ

Ⅲ iた アログラム内イiも卒山ヤキャン亨ファイ

ヤー ″ ッター 1ヽ加  ウ コークラリー 野 '卜岐放

】イクリングなとどち,力 というと卜珠にJす る

折効よりtil険 的な市,m l'山 1うて,白1なi3m"(

多く見ら″■る 打 Jtとしてそこでのと位感や自信

(因子合計得点)

ま前調査1事後ヨさ| =後 ―手前
N_050

自己判断カ

自己茂長

平均値
Fg加分

mean i Moan

〔sD) |(sD)

2 4 5     2 5 7

( 0 0 3 )  | ( 0 6 5 1
012  1 406

1 0ヽ 4 1 3 0■

Lェ|=~ ~ ~ | ~ ~ ~ ~ ~

017 140■ ―

1値

打大関「  1  200  1  ,Sl

空 生LJコ6)|_“コ9
自然^0  1  2 4 6   2 5 1

感  性  |(004)i(094
リーター Ⅲ Ⅲ 4 0  1  1 6 4

シ ッ プ | ( 1 1 1 ) (Ⅲ  Ⅲ2 )

~Pく 001  ,く 01  ,(OS
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‖

が以上3つの四子'1句上した空因ではないかとを

えられる。

2 4 1 巽 随期的み長さによる比較

各国子の下tttBに ついて箕魅畑囲の長さで比

歓した結果 受 期であれば功栄を表す項目う̀研え

てくる結果となった (ま,)。このことを再疫 閃

子レベル (田子合肘得■)で 見た結果が致Ⅲヽ共

13である。

表ⅢⅢ 書 加児■のほ度変害(4お5日より短い額出)

い0(0 0 1   ,く 01  ,く は

自然体験字‖の架施期rHう“拍5ロユけ短いと

有意に得キが愛化 した因子は見られない。うヽ86 H

の兵煙県自然学校では 「自己判断力 自 己成長J

と「リーターシッブ」の田子合計件点が 6‖,日

のJ7F体験字留では 「山己ll tF力 自 己成長Jと

「リーターシップJに 加えて 「ナす人関係スキルJ

の四子合計得点う(布驚に上昇した。

このことは '2 3Jで 考京した内容がさらに

明SEに結果として桂芝されたことになる。

4i35 EIより短期側のH本体験学習で1ま児童のtIE

度は有志に変化しないことが何える。また 変 イヒ

する因子として'と自然に関することよりも 大 問

問係や自分自身に問わる田子となつている。

2 4 2 児 堕の生活体験の度合しヽこよる比較

i活 作整上位群におけるH然 体験学習参加児童

の態度の安答を困手レベルで見たの力妄 14 下位

師の7H■童のを度安きを,た の力4次15である。

豪14 季加児童のは庄空毒 (生兼 上位寄)

田子台尉伴点は 4構 lⅢ験 t位群が生活体験下

位群より ど のLl子においても得卓は高い結果と

をっている。

有章【=得点が■う〔ったは子て工 上 位群では 「自

己判断力 自 己成長J「リーターシッカ の2因手

であるのに対して 下 !セ辞では「打大関係スキル」

「自体へのLH性J「リーターシップJの 3因子であ

った。

生活経験が多い児童ようも少ない児童にとつて

―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

|と前8R=
N 2E    Msan

l(SO)

t14口= ■袴―=柿
M o a n

( S O )

抑 “

増加分
I B

自己ヨ断カ
自己成景

241

10822

■酎

て0″ )
095 0如

対人四傑
ス キ ル

2∞

(■,D

2 4 2

( 1 1 0 )
099 013

自溶への

感  に

243

(0102)

243

(001)
● 02 0ア0

リーター

シ ッ プ

150

( 1 1 3 )

i02

( 1 1 0 )
009 007

衰Ⅲ2 ● 加況■の愚慶空啓 (6泊7日 )

,宙 n理 ●Bと |  ,登 ―■R4
Mean l Moコ  I T● ●
| てSO)l lSO)IH加 分

自己H断 力 1 2埜
:;督‖岳!!|(:,3)十(8':)| 。27 1356
対大田fA
ス キ ル

自舞への 1 2 3 a
8 性  |● 碑)
リーター I Ⅲ  15

シ ッシ |(0")

2●2

(0亜 )

2 "

(1 00)

130

(1 05)

与後一手前

岳綿壊| は
012 i 05■

010  1  1● |

266  1  27a

(076) |(0お )

自己判断カ
自己成長

】人四練 1 265
ス イ ル   (100)

自族への 1 26S
じ  性  i la")
リーター 1 174

シ ッ ブ |( 1 1 1 )

2“   十  ___  |

(037, 1  や
やヤ
  十

‖称|。1。1379“

3柏 白査IⅢ接閣査1  =登 ―Ⅲお
N劫  I  M e a n  lヽ ゎ如 1帥 首

‐ (SO)|(SD I増 加分

自
識費|(38;
対人四孫
ス キ ル

リーター

シ ッ ア

壊13 ,コ ,■ Oar■ Ⅲ (兵忠車自身卑枚 :0浄 日)

0て い

表ⅢS 様 加児との感度空害 (生活fS醸下位群)

N‐00

=加 回= =は ,養 =後―=前
Moon

( S D )

M。 。n

( S O )

平均と

出加分
ほヽ

自己判断カ

自己成長

Ⅲ02

(076)

“00

(00)
0コ6 ヽ的

対大関係
ス キ ル

1的

て099)

1 8 7

(1 ∝)
00″ 々束 …

自舞への

じ  性
172     1"

(00S)   (0い )
025 2●Ⅲ

リーす―

シ ッ プ (8軒)|(;盤) 022 0 4 7…

pく ool   pく 01  ,く o5
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山■|l14'‖ ″)功面て よ ,多 (C)1■ t幼 1:す

あることカホにさ″1た ま た ■ 括IⅢ球■夕い地

Rで は出と|け‖力 Fと 成工のmて 幼米打ちⅢ

少ない壮 卜にとつては■人町係や出4へ のい‖て

切米カサい)Ⅲち ■ してリーダー,′ ブについて

は■i打ヽ 比 とよると 1宅ちllす と も t勧来があ

ることがわわ た

■‖,lr 4ャ 11■は 上 市Fr敦卜,拝 て よ向け

11,て ヤitな 劣化が財ちれたちt iふ 〔卜,「 ↓β

ては変化打「宅ちlLた口予 まなうっ■‐ ■ ● ■ ,

表16 字 加児童の態度変容

(兵庫張宮殊学校 :生活体験上位群)

表10 孝 加児童の態度賓容 (自体体験下位8F)

lH‐106

自己判tl力
自己成長

,1人間折
ス イ ル

自済へめ

α  忙

ウー″―

シ ッ プ

=両ヨ査 =終翻査
M o a n   M e a n   平

S D )  ( S O )  距

202  1  226

諸涌1告
湛8)岳盤)|。
006     1 00

( 0 0 0 1    〔“0 0 1
0

pて ool

l , 4  i l i故 ま=詰 倍チ ト11,
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表21 争 加児童の摩慶変暮

技卸 ◆ 加児量の農麿変喜

【ま と め,
本研究て 工 兵 庫県自然学校と他打卜蝶で実施さ

れる字被教育活動として小学5年生あるいは小学6

年生でFE泊宮伴つた自然体験学習に取祖んでいる

小学校の実ほとその教育的幼果についてW埜 した

緒案 以 下のことが明ら力Hこなった。

L 他 都lFLでも学校の教育課Iuに位に付け 自 然

体験学留に取組んでいるが 多 くの小学校で

はその劇間は短い。兵中県自体午後の 泊●日

よい長期のものは 東京都の6i白7日であつた。

2

3

4

5

6

7

8

指導体前について 兵 摩県自然学技では指導

貝 指 導穐助員等のがランテイアが祉み込ま

れているが 他 都県では担当触買 あ るいは

施設指41貝のみで指導をおことっている。

保護者負担金額は li自あたり平均2■89円で

あったが 兵 悼県自然学校では, とヽ廿町から

の補助があるため2600円 =で の金額となつ

ている。

自然体験学習の実施について 枠 紐み ね ら

い 立 案 事 前指導 事 後指部について 兵

摩県百搾学校と他都草の小学校と大きを遠い

■見られをうヽった

自然体験学習の教育的揃呆について 児 童の

態度変春から見ると「自己判断力 自 己成長J

「対大阪係スキルJ「自然への感性J「サ
ータ

ーシッ刀 の4つの国子です者に変化が見ら

れた。

児童の態度変容について 図 子別の下位lj・t目

の変化や図子合計得点から 罰 体体験学習の

実施期間で見ると 4泊 o日より対鯛間であれ

ばどの困子にも効果が見られをかつた。S,自6

日より長期になると変化する凛硬項目の承も

増え 因 子得点 `有 とに上昇した。

生活体験の多い児童と少ない児童では態度変

容に違いが出る。

自然体験の多い児童と少をい児濫では態残変

客に速いが出る。

以上の結lltから兵床lFr自体学校と他都鳴で実施

される自然体験学習を比破したところ 兵 配瞬自

然争枚の大きな特徴は次の3末に来約できる。

①態度変客が起さやすい5泊6日という'日間である

こと。

②指導体詢として学校の自公牛後のたらいに基づ

- 3 1 -

(兵,環 自然学&:宮 森常は下位群)
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ど、散員の措事のもと指導負 お章神励貝などの

ポランテイアが主手していること。

0爆ぼ者の負4E"覧改的夕どい。

自補学校の泊数を出らしてはという竜見がある

とすれtA盤 育約手の観点から1まゃはり最笛 粕6

日は必要と強コしたい。5柏6g日 の中で児童は

々な生活体段や自然体験を登験する。それには

力作験であったり失敗体験であつたりもする。成

体験を積みよねたり あ るい1ま失敗体験を生か

して,功体験tiおいたりするい口がい保されてい

ことで、単に級 しただけでなく、そり機 at

分のとのとなり 新 たな
一歩を踏み出す原騎カ

もなってくるのである。

また児童の生活体験度や自体体独魔の速いによ

てブログラムの形宝の仕方が栞なることから

,ス内リタループ分け以外に体験度の連い1こと

アルーブ活由を取り入れることによって大きな

市駒果を得ること'rできることも示唆された。

今日の日登を実始する|こあたり1宏の小学校の

力をえることがでどました。甚大なる母力を目

`むわりにあたりJ

せ、兵庫県、田山県、広島県、R取 時、横賀県、

弗県、東京録の各市区町教育委員会、及びアン

トロ査にご●力いただいた対毎小学技の法

児童の皆様にお掛申し上げ=す。

但馬EI体学被プログラム研鬼奏「会 '自

入 ■■に字ぷ―商但盛 除学校ブログ

tlメ呼】 るは】

日立オリンピック配全青少今催合tン ター章

採採河 「,保 満暴潤定のための日登受とそ

の利用法―主は専韓解面の一方法としての◆

加者の変容田定方法の開発に関する日節

線告判 ,日 立オリンセック紀念青少年結

合センター.200,午

ラム研究委員会のまとめ句 ,兵 啓熙立南但

自然学校,1"64

-37-



補 足資料



ロ

日

却

”

々

う
宙

ロ

）

″
ヽ
々
「
）
”
，
“
々
ヽ
ど
〕
”
一
車
！
想
に
，
ど
ち
Ｓ
，

≡
０
ヽ
■
，
や
Ｓ

ｙ

，

≡
れ
々

〉
）
≡
約
■
々
な

「
ヨ
申
」
と
く
や
■
続
ヽ
８
却
Ｓ
や
　
０

「
■
”
々
コ
８
母
」

■
“
や
ヽ
く
，
く
や
≡
Ｆ
”
０
ど

「
々
，
お
」
ト

々
ｏ
く
ヽ
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ゃ
ヽ
　
ト

≡
０
々

〉
▼
事
Ｆ
”
０
ツ
中
日
本Ｓ
ヽ
い
０
的
　
ヽ
や
０
“
ヽ
々
ヽ
コ
”
々
０
日
韓
　
ヤ
革
い
態

■

≡
”
壇
〉
】
≡
Ｏ
ｐ
Ｏ
ｕ
い
Ｏ
ｅ
Ｓ
●
や
的
。ヽ

■
０
“
Ｓ
●
ヽ
８
ｒ
車
は
や

に
ヽ
い
】
革
い
ほ
“
　
Ｎ

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

や
≡
Ｖ
Ｏ
ど
ヽ
い
求
　
　
　
　
　
ヤ
≡
Ｖ
Ｏ
Ｌ
ヽ
い
ま
　
　
　
　
や
≡
ヤ
わ
せ
ヽ
ど
ま

つ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ヽ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
Ｖ
『

≡
れ
や
〉
】
●
Ｆ
”
Ｏ
ｕ
い
ま
中
“
〓
）
お
　
ヽ

空
↓
“
３
や
０
）
ヽ
０
■
と
０
〉
≡
『
　
専
く
々
≡
０
中
Ｏ
ｕ

「
報
と
や
０
】
ヽ
ど
は
」
卜
　
０

≡
“

一
Ｖ
ヽ
す
ヽ
　

ｓ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

々

ｏ
ヽ

「
球
「
Ａ
ゃ　
　
　
　
　
　
　
や
０
ヽ

ど
球
よ

ヽ
ヽ
　
　
　
　
　
　
や

ｏ
ヽ
コ
ネ

や
）

「

≡
拘
や

〉
Ｖ
●
０
や
Ｏ
ｕ
沖
事

０
“
〓
Ｖ
●

。
ミ
■
や
や
ぃ
ヽ
０
■
３

０
〉
や
ヽ
　
と
く
々
●
０
コ
Ｏ
！

「
々
い
ヽ

０
照
」
ヽ
　
０

３
“
々
〉
】
３
”
と
く
０
●
中
学
類

田
Ｓ
】
　
ヤ
ど
０
申
Ｏ
ｕ
や
口
０
“
と
ｖ
お

。冬
々
０
ヤ
コ
書
〓
草
や
的
　
ね
ヽ
い
”
車
■
壊
垣
　
≡

≡
れ
】

〉
Ｖ
Ｒ
中
】
臼
ま
ぐ
せ
ヽ
一　
ど
く
や
●
０
”
Ｏ
！
ト

≡
ヽ
３
】
■
苺
と
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
々
，
揺
ヨ
卓
　
ト

．‘
拘
々

〉
ヤ
ど
Ｆ
”
Ｏ
ｕ
い
嘘
６
ヽ
い
０
的
　
ヽ
々
０
取
０
る
と
や
韓
邸
確
田
ヨ
々
ヽ
お
６

。≡
拘
々
〉
Ｖ
栄
却
）
と
ヽ
０
寵
手
　
■
）
Ｓ
，
Ｓ
Ｏ
々
や
イ
言
ヽ
や
０

壊
や
『
”
や
一
■
Ｓ
ヽ
ヤ
挙
ホ
資
垣
ヽ
や
れ
や
ヽ
　
ミ
】
打
，
々
と
や
一
ヽ
卜
と
と
１
ヽ
ヽ
卜
や
”

卓
　
容

よ冨
革
サ
ヽ
　
■
―
ヽ
ハ
ト
６
Ｗ
ａ
ｎ
里
尊
朴
終
皿

≡
“
ゆ
】
せ
ヽ
ヽ
　
ヽ

）
担
田
　
１
　
々
０
ヽ
ヽ

〉
０
球
　
ヽ

）
口
田
　
―
　
　
　
や
０
■
つ
球
　
ト

。
≡
や
や

〉
）
３
中
と
く
●
じ
，
”
題
憩
Ｓ
や

】
≡
０
や
０
ど
い
慎
Ｗ
弧
ｕ
】
お
　
ヽ
々
さ
】
や
熊
様
や
く
ヽ
　
コ
”
空
Ｒ
出
”
草
小
壊
田
　
ｔ

〈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

。３
”
々
〉
】
３
中
】
卓
お
ヽ

”
”
々
々
申
ヽ
“
ヽ
と
　
ヽ
お
“
■
臨
軍
　
ｓ
々
ヤ
ほ
　
ｓ
々
う
”
章
　
ツ
を
ヽ
い
”
常
小
ほ
“
　
０

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

≡
和
々
〉
）
≡
い
】
や
ヽ
ヽ
「
”
々
０
）
革
■
や
い
　
！
谷
々
≡
〉
ヽ
や
林
く
や
は
●
Ｓ
や

0

一

々
ｓ
々
伸
に
，
コ
■
わ
ふ

一

々
ｏ
や
い
く
●
営
‘

会
や

ヽ

↓

ぐ
ゃ
や
息
に
，
３
や

一
】
コ

≡
れ
】

〉
）
ど
Ｓ
ヽ
Ｏ

ｕ
い
嘉

や
ヽ
■
）
お
　
ヽ

や
０
ヤ
≡
せ

〉
卓
的
と
様
く
，
■
ち
Ｓ
】

．
■

“
ヽ
十

々
ｕ
く

々
う
０
巾
０
ど

「
々
●
お
」
ト

や

ｏ
ヽ

ヽ
　
ヽ

々

―
奇
　
ト

〓
盟

―

々

ミ

ヽ

）
々

■

す

ヽ

こ
一電

　

‐
　
々

≡
）

０

ど
ヽ

０
ま

　
ト

6



と
ヽ
〉
々
い
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，う
や
０

】
０
〕
Ｏ
せ
い
口
Ｓ
る
０
中
町
　
ヽ
■
】
≡
々
ヽ
】
う
中
と
と
や
い
ヽ
６
お
■
を
コ

（

。３
”
■
〉
】
３
●
巾
却
”
々
●
●
！
（
“
●
や
０
ヽ
出
コ
　
ヨ
く
々
と
０
申
Ｏ
Ｌ
ヽ

と
や
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
玲
　
ト

３
拘
Ｗ
〉
Ｖ
≡
０
中
Ｏ
ｕ
中
日
ｅ
ヽ
「
“
的

ヽ
■
“
ヽ
々
ヽ
「
”
■
●
草
ｕ
ｎ
ヽ
０
】
や
ヽ
中
四
ヽ
に
　
Ｖ
Ｏ
中
ａ
む
６
出
体
鷺
“
　
０
，

。３
０
や
ヽ
や
ヤ
Ｓ
〉
う

。３
”
Ｗ
〉
】
‘
■
”
”
電
６
】
　
と
く
把
≡
０
中
Ｏ
ｕ

「
Ｈ
や
」
ヽ

と
ヽ
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
お
　
ト

３
拘
Ｗ
〉
Ｖ
と
０
や
Ｏ
と
い
慎
Ｓ
ヽ
い
や
的

。
ミ
≡
”
ｓ
代
ヽ
「
”
●
≡
】
〓
ほ
や
単
腐
　
】
的
”
々
●
コ
ヽ
■
ｕ
ｓ
へ
０
「
申
常
林
転
口
　
０

メ
，
拘
”
ヽ
〉

レ
３
中
と
く
“
さ
中
中
題
日
Ｓ
や
　
や
く
々
●
０
や
Ｏ
ｕ

「
々
ド
に
”
３
や
ｓ
Ｃ
」
や
ヤ
ロ
子

四

口
０

田
口
，

ｍ
Ｏ
マ

□

●
一

四

田
ヽ

コ

ロ

一

々
、
費
『
≡
々
合
建

々
０
ヽ
ヽ
お
南
ヽ
≡
ｔ
ｓ
輩

。３
”
黎

〉
】
ど
０
わ
０
ツ

一
と

０
“
ヨ
Ｖ
お
Ｓ
は

　
ｕ

”
「

Ｅ
Ｓ
や

．
ヽ
空

０
■
３
臨

”
ヒ
昴

】
と
，
■
Ｅ
Ｓ
ｉ
６

。≡
和
々
〉
】
，
中
学
令
Ｓ
々
０
●
的
ツ
く
０

「■
要
０
宰

０
や
」
〓
く
取
せ
ｄ

や

「想
Ｓ
や
」
ヤ

。≡
０
々
■
つ
や
Ｓ
γ
う

。≡
れ
や

〉
】
と
い
Ｌ
や
０

【い
日
」
コ
い
理
Ｓ
や
　
ヽ
四
■
ヽ
■
１
１
■
Ｓ
卜
や
ヽ
Ｓ

や
０
一
ヽ
営
Ｓ
】
　
拘
●
ツ
々
●
Ｓ

「
”
”
や
ｏ
ヽ
Ｓ
Ｓ
」
「
ヽ
Ｓ
々
ｏ
ヽ
せ
０
ヽ
「
”
ヽ
ミ
】

。い
“
０
卜
々
】
く
世
ど
０
中
Ｏ
ｕ

「
々
Ｆ
●
」
卜
　
０

や
０
■
ヽ
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
０
お
　
ト

３
的
ヤ

〉
）
と
０
や
Ｏ
Ｌ
い
寝
Ｓ
ヽ
“
や
的

．ヽ

々
う
“
ヽ
お
ヽ
”
巾
３
一
↑
　
や
革
お
終
コ
　
ト

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

．３
“
Ｗ

〉
Ｖ
３
“
ヽ
”
”
０
く
『
ヨ
『
口
３
々
●
ヨ
つ
い
口

０
く
々
≡
０
”
Ｏ
ｕ
千■
●
【
」
卜
　
０

々
ぐ
【
や
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぃ
や
　
ヽ

ト

ア
，
や
コ
ヽ
〉

亀
―

い
つ
　
〓

）

々
コ
選
程
！
却
感
６
空
暖

や
０
お
理
“
『
柊

せ
Ｓ
，
　
ャ

　

一

々
０
と
享
！
―
ヽ
十
ｓ

【

　

一

々
０
と
く
ヽ
ヤ
点
コ
　
ト
　

一

ヽ  ベ

ヽ  ヽ

Ｒ
つ
く
れ
ヽ

々
０
黙
率
“
鄭
収

対
”
や
０
“
莉
『
や
ｏ
キ
本
０

垣
田
Ｓ
暮
Ｓ
】

■
ぼ

『
”
々
Ｓ
々

‘
０



＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
遭

０
や

０
一

や
≡

Ｖ
コ
“
≡
●
ヤ
０
ヽ

れ
，
Ｖ

”
ヽ
と
０

毎
日

本

≡

ど
，
Ｖ

Ｏ
く

“

〉
や

や
０
こ

≡
コ
韓

ヨ

ｔ
ぐ
ヽ
０
く

や
‘
】

０
ヽ
ど
ヽ
コ

Ｓ
や

ｒ

や
ヽ

ヽ

ど
ヽ

≡
雪

Ｅ

ド

■

ぐ
■
く
と

０

々
０
“

や
卓
ま
ヽ

Ｓ
■
■
卜

，

ヽ
，

ヽ
≡
）

ゃ
ヽ
！
忘

Ｆ

　

一
々
０
ミ

申
Ｅ
車

ｆ

点

で
≡
Ｖ

ｏ
，

〉
■
●

的
■
ヽ

本
●
■

ば

ヽ

マ
≡

ヤ

↑
ヽ
■
忘

や
、
と

≡
■
≡
ヽ
≡

、

々

―
ヽ

●
ヽ

知
的
ｋ

Ｓ
担

Ｌ
Ｓ

，
】
■

　

〉
コ
ヽ

“
　

一

≡

ヤ
や

）
Ｖ
ど
０

や
０

！
‘

車

“
ヽ

ど

Ｖ
々
　

】
≡
０

４

”
り
々
ど

杢
や
０
と

　

，
々
Ｒ
対

　

ど
々
≡
０
ヽ
ヤ

ど
ヽ

や
Ｒ
部

出

ヽ
や

ｏ
本
　

卜
」

Ｘ

ヽ

ぐ
く

ヽ
　

ヽ
　
　

　

ｔ

ｓ
●
　

ト

‘

コ
々

〉
】
≡
０
】
Ｏ
ｕ
，
“

●

打
，
Ｖ
や

ヽ
●

々
う

“
●
●
ヽ

的

ＩＪ
々
０

〓
々

Ｓ
は

　
Ｓ
４
ｋ
や

　
ヽ

々
≡
０

ヽ
■

ヽ

々

０
●

〓
■

】

的
”
６

や
　

ヽ

々

０

打
０
頂

Ｈ

ヤ

‘
口

申
】

“
　

，
Ｓ

口
宮
コ
一
　
ヽ
車

い

い
　

０

一　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

一
翌

で
ヤ

）
ヽ
車

ヽ

１

！
　

卜
　
　
　
　
車
ま

ぐ
軍
車

ヽ
■
卜
】≡
　
無
〓
　

ｃ
　
　
　
　
　
　
　
用
を
Ｓ
ヽ
≡

Ｓ
昼

“

コ
ま

を
空

　
■
，
理
電
‘
　
す
　
　
　
　
０

民
Ｓ
，
ｔ
〓

　
，
Ｓ
ヽ
車

コ
壇
ｇ
Ｓ
草
Ｈ
せ
ヨ
Ｓ
ｒ
ヽ
　

お

れ
取
ば
】
ば
　
ヽ
　
　

庫
時

Ｓ
じ

掛
田
“
Ｓ

，

一
口
Ｓ
Ｓ

３
一
ヤ
》
ヤ
≡
い
Ｎ

Ｏ
】
い
０
“
“
〓
】
●
　
】
な
０
】
”
”
や
■
毎

一
臣
】
“
―
”
を
ト
キ
ヨ
ヽ
々
ｋ
『
コ

「
や
０
お
　
ヽ
」
ｋ

や
ゃ
ヽ
や
　
ヽ
　
　
　
や
ゃ
ヽ
　
ト

一
り
々
ヽ
申

Ａ
草
！
本
十
コ
苺
■
■
Ｅ

一　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

）
ヨ

Ｓ
】

（

や

ｓ
Ａ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヤ
ま

妥
ｋ

ヽ

古

と

ヽ
Ｖ
晴
た
ヽ
さ
々
】

Ｘ
　
ヽ

，
“
ｋ
】Ｓ

，
８
■
“
ｓ
●
　
一

≡

ヽ

〉
■
ヽ
事
】

ぶ

‘
四
ヽ
ミ
ま
〓
Ｘ
　
】

と
ヽ
０
点
４

〉
“
ヽ
中
車

口
≡
”
ヤ

，

や
Ｆ
ヽ
ヽ
一
一ヤ
ち
Ｆ
や
ヽ
卜
ヽ
■
こ
　
【

０
苅
■
草
■
〓
じ
≡
“

≡

こ
ぼ
≡
０
●
師

　^
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
コ
●
，
　
宮

や
Ｓ
ヽ
■

一
「
や
■
や
≡
ど
■
　
０

】
々
■
や
”
”
０
≡
費

ど
，

首

や
、
ヽ

〉
忘
≡
車
ヤ
苺
革
に
４
“
〓
コ
に

ヽ

や
０
ヽ
２

一
【
０
，
や
い
，
Ｍ
Ｓ
苦
セ
Ｓ
で
〓
　
０

や
ｓ
】
“
〓

≡
ど
軍

「

や
【
●
■
ヽ

合
々
０
４
”
■

こ
　

】

】
く
ヽ
ヽ
ヽ
，
々
対
Ｓ
Ｓ

「
】
【

古

せ
的
ヤ
ヽ

「
”
≡
ヽ
れ
，
容
）
Ｈ
【

■

や
【
】
ヽ
】
再
奎
ヤ
】
Ｈ
■
Ｖ
章
「
ョ
率
Ｓ
】
■
と
ヽ
ヽ
ほ
〓

≡

■
『

一
】

≡
Ｌ
】

〉
Ｖ
ど
ヽ
Ｎ
Ｏ
■
●
●
や
ヽ
ど
Ｖ
Ｉ
　
ヤ
〓
Ｓ
！
ヨ
副

Ｓ
ヽ
　
■
ヽ
■
や
　
一
■

「
■
凹
０
ヤ
●
ヨ
」
ヨ
ヽ
ヤ
来
詢

対
ヽ
　
今
“

一
ヨ
田

↑
ヨ
」
≡
ヽ
や
来
●

↓
ヽ
煎

≡
ヽ
や
】
●
０
「
　
ヽ
　

　

，
ヽ
●
ヨ
　
ヽ
　
　
　
一
，

　
ト

と
】
々

〉
】
０
０
や
Ｏ
ｕ
“
口
●
“
“
ヤ
々
　
ヽ
ヽ
“
‘
“

コ
々
ｏ
ヽ
【
）
Ｊ

”
≡
≡
】
車
小
悪

皿
　
一

一
≡

”
】

〉
Ｖ

Ｓ
●

や
０

）
ヽ

　

４
　
，
Ｂ
亡
コ
ー
Ｍ
車
■
‘

ユ
ー
ふ
ヽ
卜
Ｇ
】
３
い
Ｌ
寧
ホ
寒
皿■

■
０
や
≡
≡
ヨ
４

一
“
■

革
切

■
や
≡
ヽ
菫
，

！

‘
１

ヽ
ヽ
卜
６
宜

≡
　
ヽ

ヽ

「
つ
ヤ
３

≡
ヽ

苺

や
ま

■
４

キ

，
コ
Ｓ
】
ヽ

”

　

ヨ
）
，

“
れ
０

■

■
，
Ｖ

【
ヽ

”
≡

々
ど
ど
と

ほ
６
●
々
Ｓ
部
Ｅ
Ｓ
ｉ

「
ヽ

ド
ヽ

い
ヽ

車
ヽ

そ

≡
０
■

コ
ミ

や
れ
４
」

ど
【
Ｅ
　
】

ほ

コ
■

Ｓ

々
≡

ど
ヽ
】

，
贈

！

で
ヽ
Ｓ
ヽ
ヽ

や

対
詢

Ｓ

キ
峰
Ｌ
　

や

Ｈ
　

■

Ｓ

や
≡

】
０
や

！

一
■
Ｓ
ヽ

ど
「
ヨ

や
霞

草
≡

ヨ
，
Ｓ
こ

卓
】
Ｓ
Ｖ
車

■
ぐ

■
　

■
】
ｆ
■

■

札
≡
Ｖ
Ｓ
【

】
Ｒ
Ｅ
■
電

″
鞭

Ｅ
Ｓ

ヽ
ヽ
ヽ

Ｌ
ヽ
　

０
々

で
】

“
営
【

ど
“

■
や
ヽ

■
に

ヨ
　

々

ヽ
■

，
〓
≡

く
ど
Ｈ
Ｏ
ヽ

Ｈ
４

０
　

０
革
底

】
ど

切
増
々

車
≡
Ｓ
ヽ
■

“

コ
　

資
う
■
ｇ

ド
　

ど
車
村
々

０
す
≡

〓
「
ま
と
ｒ

々
コ

“
ａ
ｔ
，

や
Ｓ
ｒ

ヽ
申
】

】
≡
ｓ
に

工
ヽ
ヽ
申

　
■

，

「
赳

い
，
単
■

　
ヽ

ど
事

ぐ

〉
ヽ

や
ど

ヽ
■
　

■

“
≡

】

０
と

“

ヤ
“
，
■
中
ヽ

■

■
０
マ
■

≡
五
革
＝
く

細

「

ぐ
　

】
↓

出
ヽ
ｉ

Ｓ
，
モ

ぐ

「
合

）
ヽ

く

ヽ
■
，

“

り

り
■
ｈ

Ｓ

ｕ
章
】

〓

つ
来

」

〓

一ヤ

ぐ

〓
は

卜
ヽ
ま

と
Ｌ

車
ヽ
‘

■
自
ユ

≡
や
〓
】
Ｌ
う

匡

絶

６

４

１

ヽ

ヽ

卜

６

】

３

〔

ｕ

革

邪

寒

Ｉ

本Ｈ
Ｉ
ｂ革
ヽ
■
）
ｕ
車
ヤ
瞬
Ｌ

【
臣
き

ヽ
ヽ
ヽ
く

と

前
驚
Ｓ
喜
ｔ
Ｏ
■
と
，
，
申
卜
　
●

車
毒
Ｓ
ヽ
車
Ｓ
創
す
　
ャ

や
，
Ｖ
ぶ
“
ど
ヨ
リ
０

さ
日
Ｓ
ヽ
Ｓ
Ａ

コ
　
ヽ

）
Ｏ
Ｓ
Ｗ

≡
■
コ
距
Ｓ
】
≡
０
）
〓
ド
】

田
革
彗
■
　
，
ま
】
〓
車

学
的
や
Ｈ
Ｓ
Ｒ
申
　
，
々
Ｏ
Ｌ
鞭
叫

蔵
ど
，
〓
〓
Ｃ
Ｓ
Ｆ
≡

】
，
町
々

〉
Ｖ
●
Ｓ

や
０

，
い
０

や

“
■
）
本

　
】
≡
ヽ

！

や
”
や

ヽ
申

≡
≡
ヽ

４

０
〓
ヽ
Ａ

せ
ヽ

や

■
前

”

ヽ
■
ｏ
４
　
卜
」

”

せ
０
く

ヽ
　

ヤ
　
　

　

ヽ
―
☆
　
ト

対
”
や
ミ
理

一
菖
ヽ

ヽ

■
準

ド
４
ヽ
こ

≡

守
】

〉
】
●
０

「
０

！
“
宮

●
“
ユ
】
々

ヽ
ヽ

々

台
“

≡
●
ヽ

円
］
や
く
口

≡
“

】
，
ｔ

ど
将
■

終

回
　
苺

ど ,お ド さ



“
と
ヽ

「

冷
却
ヽ

台
々
ヽ
卓
”（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
督

】

ま

せ
ヽ
ヽ
出
ヽ
く
“

〉
々
ヽ
，
，
３

“

■
【

ｒ
■
日
ヽ
“
■

ド

さ
≡

”
≡
）
”
≡
■
ヽ
ｕ
霞

“

冷
“
≡
や
ヽ
■
ヽ

‘

さ
≡
】
は
■
ヽ

申
，
Ｓ
４
　
●

■
汽
“
ヽ
ヽ
田
“
！
ヽ
ヽ
ヽ
ヨ
ヽ
　
や

０
や
ｓ
ヽ
●

〉
“
ヽ
さ
科

≡
■

回
Ｓ
ヽ
さ
窪
血

【

対
０
ウ
点
■
や
ど
】
Ｏ
ｉ
一〓
４

一
≡

（
”

占

ｗ
対
■
】
ど

Ｅ
●
〓
一

≡

０
田

一
臣

↓
≡
ヽ

〉
々
，
コ

（
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）
車
Ｓ
，
　
０

て
れ
や
ヽ

コ
，
■
相
ぼ
ヽ
ま
〓
ド
〓
　
ト

々
ヽ

〉
悪
ど
年
，

却
「
０
■
や
０
そ

ヽ
ヨ
コ
に

ご

々
，
Ｖ
ミ
０
常
ヽ

や
ヽ
い

ヽ

や
穴
●
ｒ
Ｒ
【ヽ

「
空
ヽ
一
”
，
０

●

“
知
】
は
無
ヽ
■
本
≡
，
ｉ
Ｓ
“
Ｉ

“

●
れ
ヤ
ヽ

却
”
≡
ヽ
”
）
Ｏ
Ｌ
】
，
尊
■
，
■

“

０
（
ウ
“
】
ヽ
３
４
Ｓ
増
翻
□
よ
０
コ
”
く
【
ヤ
≡
掌
，
い
　
一

口
日

●
中
■
≡
ヤ
，
“

≡
れ
【

）
】
≡
０
や
０
！
ヽ
●
“
”
】
Ｖ
却
　
ヤ
≡
０
“
口
田
６
ヤ
　
≡
ヽ
■
，
　
６
“
　
　
　
　
　
谷

「
コ
抑
卜
回
”
３
車
〉
】
”
れ
」
】
ヽ
４
【
や
却
ヽ
　
さ
４

「
短
田
●
中
コ
４
■
”
“
」
】
ぺ
々
■
単
コ
ト
，

■
ヽ
〉
々
”
れ
　
ヽ
　
　
　
　
，
々
，
■
　
ト

う
０
壇
〉
Ｈ
く
口
，
Ｉ
，
Ｓ

申
　
０
い
コ
Ｏ
Ｌ
い
い
Ｓ
ヽ
０
●
■

．
●
，
Ｐ
３
■
，
■
ヨ
お
■
０
，
■
や
０
い
ヽ
Ｓ
単
■
０
コ
　
ヨ
１
０
つ
　
ヽ

（
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）
】

Ｓ
ヤ

‘

や

Ｓ
ｔ
■

一
■
■
■
曝
単

ヽ

や
ヽ
ド

　
一

々
０
！

↑
“

〉
ヨ

申
重

ぐ

，
ヽ
い

　
や

々
０

〉
ヽ
も

や
コ
，
■

ョ
や
Ｅ
　
一

や
■
！

↑
■
０
■
撃

レ
Ａ

『
●
く
Ｓ
ｋ
ｌ

ヽ

々
ど
！

一
■
０
や

“
●
ぶ

０
‘

却
”
●
”
Ｖ
Ｓ
Ａ

コ

≡

≡

拘
や

〉
】
≡
０

や
０

“
苺
い

０
「
〓

】
ヽ
　

）
≡
０

】

コ
”
々
【
“

，

ｓ
●

８
Ｓ

〕
喜
ヽ

４
　

合
ヽ
≡
０
ヽ

ま

と
ヽ
々

【
申

ヽ

「
く

０
や
　

卜
」

≡

々

Ｓ
ヽ

や
　

ヽ
　
　
　
や

０
々
　
ト

．
３

申
昭

Ｖ
Ｖ
ど

０

い
Ｏ

Ｌ
Ｏ
い

０
■
，
】

●

や
０
ヽ
】
↑
“
●
一
０
ヽ

却
”
や
申

，
≡
！
こ
出
喜
！
，
手

イ

や
Ｓ
ヽ
Ｖ
●
“
“
■
や
≡
お
■
Ｓ
は

ヽ

々
０
ぐ
】
４
Ｈ
ヽ
≡
●
■
Ｓ
Ｓ
■
専
ほ
●
々
【

≡

≡
“
ヤ

〉
】
Ｓ
Ｓ
】
０
ツ
ヽ
中
０
】
ヨ
Ｖ

】
●
Ｓ
！
却
り
０
■
ヽ
い
コ
々
０
●
４
ヽ
車
い
Ｏ
　
ｓ
々
と
０
ヽ
】
０
ヽ
々
使
い
コ

【
々
ゃ
ヽ
　
卜
」
”

々
Ｓ
ヽ
車
　
ヽ
　
　
　
々
０
本
　
ト

．
≡
０
】
〉
ヤ
ど
０
中
０
ど
“
日
●
ほ
と
】
●

ヽ
ヽ
々
０
“
ヽ
「
ヽ
「
”
０
●
●
“
『
々
●
●
【
ヽ
■
ヽ
コ
■
４
　
Ｖ
Ｏ
〕
ど
ヽ
ヽ
コ
中
車
Ｉ
臼
■
　
●

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
ヨ
０
や
　
ヽ
一

々
ｏ
ヽ
）
≡
０
事
ヤ
コ
”
ヽ
■
申
〓
や
“
単
く
　
営

々
ｏ
々
！
一
ヽ
々
ヤ
“

〉
“
）
ヽ
≡
ま
れ
ま
　
≡

や
０
巨

〉
Ｏ
Ａ
串
，
】
”
　
ヨ

々
≡
ヤ
０
く
●
】
■
！
ま
申

ま

や
ｏ
ヽ
〉
せ
ぼ
ヤ
環
恨

”

や
【
蚤

代
ヽ
や
ヽ

ヽ

や
ｓ
ヽ
】
】
約
】
ミ
４
，

■
車
■
　
●

や
０
●
恵
　
〉
０
，

い

●

マ
，
Ｖ
Ｏ
「
”
却
■
Ｊ
，
ロ

ャ

々
０
】
壇
〉
拘
ヤ
●
山
―

“

々
‘
】
≡
Ｈ

Ｎ

々
Ｏ
Ｖ
ｓ
ｔ
，
ヽ
く
Ｘ
　
〉
０
“
〉
】

，

ヽ
ヽ
空
０
“
Ｓ
●
ヽ
「
”
“
【
■
ヽ
■
，
ヽ
●

）
車
Ｓ
ヤ

々
、
ヽ
！

一
“
”
マ
“

〉
ヽ
と
章

れ
と

々
Ｓ
ヽ

〉
額
叫
電

々
ゃ
ヽ
■
一
“
“
【
車

や
出
り
Ｓ
く
Ｓ
合
田

４
Ｓ
車

〉
０
「
〉
々
　
円
０
ヽ
“

回

々
，
ヽ
■

や
ヽ
”
■
ヤ
ヽ
０
ヨ
ヽ
”
●
れ
ヤ
Ｓ
Ｓ
虹

ギ ■ ,卜 お よ



一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。々

Ｓ
“
〉
ヽ
ヽ
も
客
　
き
ま
　
ヨ
車
京
　
０

一　

．≡
、
、
車
基
■
ヽ
「
　
ヽ
や
≡
ヤ
ど
率
■
々
Ｎ
や
ョ
　
皆
ほ
　
臼

，　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
代
ヽ
”
，
Ｎ
≡
】
０
ヽ
「
や
●
ヨ
　
普
承
　
く

）―
（　
　
ヤ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
，
本　
　
　
　
　
　
　
　
）
ヨ
Ｓ
】

）…
（　
　
）…
…
…
…
…
憩
控
革
α
　
”
合
革
れ
ヽ
と
，
却
ま

）―
本　
　
）！
ｉ
ｒ
“
た
Ｓ
単
置
Ｅ
く
　
針
や
ｋ
質
ヽ
■
々
栄

）―
（　
　
）…
…
…
…
…
≡
代
ｔ
ヽ
Ｓ
『
４
コ
　
サ
母
〓
０
ま

）―
（　
　
）！
ｉ
ｌ
ｉ
！
ｉ
ａ
に
よ
Ｈ
Ｓ
姉
題
革
ま
ま
や
ヨ
Ｈ

】
…

…

…

…

…

…

…

…

…
（　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

）
卓
§
】

ヤ
…
…
…
‥
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
…
　
≡
ヽ
車
ヽ
ぐ
『
く
Ｓ
賀
費

▼
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
　
や
語
Ｓ
ヽ
や
と
ヽ
ト
ヘ
Ｈ
ｋ
ｒ
会
〉
ヽ
や
ヽ
≡

≡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
ｉ
…
…
…
ｉ
…
ｉ
‥
ｉ
…
疑
■
Ｓ
Ｇ
■
基
忠

】
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
，
…
…
…
…
…
…
…
…
　
い，
市「
（ヽ
口
０
こ
一い

ヤ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
栄
却
Ｓ
や
帥
弾

≡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
　
々
■
せ
谷
じ
！
“
神
準
，
Ｗ
ミ

】
…
…
…
ｉ
ｔ
ｉ
ｔ
ｉ
…
ｉ
…
爵
苺
６
）
査
Ｓ
Ｃ
】
電
，
≡
　
汁
ヽ
ヽ
０
虹
，
１
ヽ
ベ

ヤ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
や
ば
ヤ
Ｏ
Ｓ
”
ヽ
や
禅
ｒ
”
ぐ

≡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
ｉ
…
！
…
…
…
…
…
　
ｓ
Ｉ
雌
Ｓ
単
国
く
ヽ

Ｆ
ｔ
ｉ
ｔ
ｉ
…
ｉ
…
ｉ
…
ｉ
…
ｉ
…
―
…
―
…
―
…
―
…
―
…
　
合
せ
，
ｕ
Ｓ
）
ま
競

▼
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
潟
に
ヽ
十
Ｖ
志
巌
　
い
ヽ
ヽ
３
１
卜
ヽ
「
，
■
ヤ
れ
ヽ
ヨ

≡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
れ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
資
田
Ｓ
対
電
磁
Ｓ
Ｓ
，
的
宝
Ｓ
四

「
対
”
々
０
０
「
的
」

（庁
騒
白
田
忠
）
′
Ｊ
拘
】
〉
ヤ
を
中
ｕ
電

（　
　
　
）
”
“
日
　
ヽ
幽
い
ヽ

一　
　
　
一

中

「
題
申
」
Ｓ
】
　
〓
●
”
Ｏ
】
い
中
６

「
『
”
■
０
宙
宙
」
６
卜
　
と
く
把
●
●
や
Ｏ
】
卜
　
０

や
ゃ
ヽ
や
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
―
■
　
ト

却
”
”
≡
】
０
↓

【

市

〔
Ｓ
，
や
ぐ
士
〕
】
Ｅ
　
普
承
」

。，
れ
や
〉
Ｖ
≡
“
せ

民

【　
　
）

末
ヽ
と
や
０
「
対
”
ヽ
や
ヽ
す
　
●
ヽ
々
Ｅ
　
告
ま
Ｓ
】
　
】
忘
や
々
と
”
く
，
本草
，

３
■
】

〉
）
と
的
ヽ
“
市
　
ヽ
四
や
Ｓ
や
や
】
と
や
ヽ
■

ヽ
一　
　
　
一
Ｓ
卜
）

（　
　
）
Ｓ
や
や
や
や
　
ヽ
■
ヽ
≡
Ｖ
ゃ
ヽ
一
】
す
　
と
■
こ
　
普
及
Ｓ
堂
ど

Ｈ
単
壊
革
理
　
≡
ヽ
や

〉
）
Ｓ
Ｓ
ヽ
Ｏ
！
“
伸
Ｓ

「Ｓ
や
や
ｏ
と
や
‘
Ｅ
　
普
忠
≡

≡

■
“
０
■
空
ｕ
く
々
≡
０
中
Ｏ
ｕ
ヽ
　
０

々
０
ヽ
や
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
０
●
　
ト

。３
拘
空
〉
】
Ｏ
Ｓ
〕
Ｏ
ｕ

い
は
６
ヽ
い
い
”
　
ヽ
せ
０
“
≡
埼
ヽ
「
”
々
い
輩
〕
や
区
　
普
Ｒ
　
】
と
ヽ
ド
０
”
車
小
ほ
０
　
，

車
Ｓ
や

０
　
　
　
壇
却
ｅ
Ｖ
↓
準

し
　
　
　
ミ
姿
Ｓ
却
■
や
ヽ

コ

単
想
担
Ｓ
対
や
ｓ
申
ヨ
，
ど
や
Ｓ
項
Ｌ

Ｏ
　
　
　
　
↓
ど
０
■
査
，
も
単
々
ど
套
苺
】
合
泉

０

れ
０
普
Ｓ
Ｓ
に
，
れ
，
≡
４
§
距
￥
去
京

コ
　
　
　
拘
ネ
要
，
れ
０
＊
Ｓ
喪
コ

く - 0 ' マ  ‐

。と
”
】

〉
】
≡
６
，
０
】
０
直
６
も

ｎ
「
的

。ヽ

々
０
“
■
い
ヽ
却
巾
々
０
ヨ
Ｒ
】
鵠
ホ
臨
皿

『

ヨ
Ｓ
や

ｋ
峡
ヤ

（苺
無
卓
）
車
将
寄
臣
■
喪
】

革
ホ
“
エ

部
や
「
中
Ｈ
≡
０

“
て
ヽ
ヽ
ト
ド

部
求
Ｒ
者
来

い
単
球
４

ｍ
購
１
■
ｋ

（叫
拒
尊
）
“
瑠
勲

■
ヨ
都
卓

ｋ
＄
く

。
３
ヤ
壇

〉
】
≡

０
コ
●
Ｏ
Ｓ
０
１
，口
Ｅ
，
編
　
ヽ
寂
”
●
Ｏ
Ｓ
，
３
想
ｅ
●
８
　
，
台
終
日
球
，
い
い
Ｓ
や
草
小
≡
　
一

≡
“
】

〉
ヤ
【
部
，
Ｅ
ｇ
Ｓ
“
く
】
ｆ
≡ｋ
々
Ｓ
Ｓ
却
０
！
ト

と
ヽ
≡
Ｖ
Ｏ
様
と
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
い
軽
革
　
ト

≡
コ
空
〉
ヤ
Ｓ
Ｆ
〕
Ｏ
ｕ
●
嗅
Ｓ
ヽ
０
や
】
　
ヽ
々
う
“
う
霞
と
や
高
ぶ
鷺
田
〓
々
苺
鳴
　
０

≡

れ
や

〉
）

つ
韓

口

！

Ｉ

一
６

ｓ
☆

　

】

と

ヽ

０
革
手

。■
，
Ｓ
，
Ｓ
●
々
々
イ
寵
コ
コ
”
６
革
↓
空
コ
々
お
廊
Ｌ
や
却
■
０
辞
す
ヽ
イ
一申
躍
Ｓ
，

革

日 Ⅲ ‐ す ‐ ● 卜 い い 0 -ヽ h

４
　
い
ヽ
　
単
卒
”
使
　
車
球
子

ユ
ー
ふ
ヽ
卜
Ｇ
】
ａ
ｎ
里
軍
ホ
壌
皿



ヽ
冬
■
”
３
蛭
『
や
和
て
い
と
張
，
緯
す
と
出
再
革
■
終
”
６
Ｖ
＝
■
０
革
小
く
Ｓ
ほ
と
栄
　
０

≡
ヽ
〉
や
０
軽
と
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
テ，
々
ハ
邸
率
　
　
ト

ヽ
ト
ヤ
≡
々
ヽ
】
０
申
聾
な
や
い
“
Ｓ
単
ホ
苺
田
　
嵐
―
い
や
　
ト

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
ヨ
ぐ
ヤ
　
≡

や
れ
ヤ
ぃ
ヽ
！
を
確
輝
！
環
控
ま
い
　
０
【

や
０
ヽ
ど
↑
「
や
■
植
智
！
憶
鯉
　
０

や
０
や
！
ネ
女
ネ
，
Ｖ
〉
ヽ
ま
≡
ｓ
）
室
申
一
”
コ
ヽ
卜
　
“

々
”
留
ヽ
的
，
ｆ
代
ミ
“
『
終
血
　
ト

々
ｏ
や
ど
ヽ
討
ヽ
革
喜
く
ヽ
　
０

々
れ
や
ま
煤
ヽ
却
控
ド
§
ぶ
血
　
巧

や
れ
】
壇
ｑ
】
く
―
や
】
〉
“
≡
終
蘇
　
ゃ

々
ゃ
ヽ
〉
０
球
ヽ
距
却
□
辛
　
ｎ

や
ヽ
車
ヽ
期
養
　
ヽ

Ｎ
）
や
ヽ
】
承
！
Ｓ
卓
Ｓ
ミ
虹
　
一

「
却
”
々
Ｓ
ヽ
ど
↑
【
や
Ｖ
コ
ヽ
単
コ
」

ド
ヽ
瑠
ま
韓
　
≡
拘
や

〉
Ｖ
ど
や
や
Ｏ
ど
い
ま
Ｓ

「
『
り
々
ｏ
や
！
一
【
Ｎ
】
，
ヽ
型
工
」

卜
“
や
■
々
Ｌ
く
や
さ
０
『
Ｏ
ｕ
卜
　
０

。
３
”
々

〉
】
Ｓ
●

や
Ｏ
ｕ
い
日
Ｓ
ヽ

い
や
的
　
ヽ
や
０
”
ヽ
鳴
ヽ
対
”
栄
０
「
遂
Ａ
こ
と
６
尊
寄
終

血
　
Ｌ
や
“
■
　
一

≡
や
≡
ヤ
ゃ
ヽ
”
４
■
■
　
ヽ
々
≡
Ｖ
●
ヽ
「
４
“
奇
ド
　
　
０

や
≡
）
ｓ
４
”
々
ヽ
■
〓　
　
０

。
や
≡
Ｖ
Ｏ
ヽ
”
■
Ｖ
ど
据
コ
す
　
　
て

卜
軍
科
様
建

。≡
拘
や
〉
Ｖ
■
↑
や
Ｏ
Ｌ
い
革
Ｓ

「
刊
り
々
ｏ
「
革
ヽ
邸
準
ぐ
翌
■
く
コ
」

卜
”
や
ヽ
や
ま
く
■
≡
６
や
Ｏ
ｕ
ヽ
　
６

々

０
４

や

　

ヽ

々

ゃ
掩

　

ト

）
翌
Ｓ
や

や
■
■
Ｓ
ｋ
”
寒
ロ

Ｏ
Ａ
や
ぺ
６
却
く
　
軒
Ｎ
■
ミ
樽
ど
ヽ
ど
ヽ
や
練
「
！
く
卓

「単
却
挺
「
重
単
韓
」
や
■
”
壇
却
≡
Ｏ
Ｈ
哀
黙

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
ｐ
Ｓ
や

や
い
ヽ
ど
一
【
や
れ
】
培
増
却
≡
０
日
言
富

々
●
ヽ
！
一
一
報
】
，
ヽ
】
血
！
Ｓ
壇
ま
競
　
ヽ
神
わ
，
■
く

々
ｓ
ヽ
！
ヽ
『
ヽ
懸
種
く
本

や
ｏ
車
ど
ヽ
■
無
ヽ
≡
☆
車
ヽ
Ｓ
対
ぐ
迎
　
的
ヤ
Ｎ
ば
や
田

や
ゃ
ヽ
】
↑
】
報
れ
ヤ
や
へ
血
事
”
，
Ｓ
Ｓ
血

々
Ｓ
車
！
↑
「
や
れ
ヤ
！
Ｘ
Ｉ
ヽ
ヽ
ヽ
控
車
□
車
　
ど
駅
ヽ
軽
宮
Ｒ
噂

々
ｏ
“
！
一
「
Ｎ
ｔ
草
ヽ
制
荘
ま
塩
　
ヽ
４
ほ
革
一
”
ほ

「
却
”
や
、
「
草
Ｆ
や
軽
車
§
革
小
苺
皿
」

「翌
「
皿
」
や
■
）
ヽ
ｍ
と
ヽ
ウ
Ｓ
は
コ

「
対
り
々

ｏ
４
！

ｒ
ヽ
ヽ
■
ヽ

ち

」

。≡
れ
々

〉
】
≡
０
”
ヽ
稗
　
ヽ
製
”
Ｓ
，
Ｎ
ヽ
事
）
式
‘

）
冬
卓
や
ヽ
や

。ヽ

■
れ
≡
Ｖ
ｓ
ヽ
↑
ヽ
ぐ
　
〓
ち
題
　
誉
〓区
Ｓ
や
本ど

≡
れ
々

〉
）
ど
６
『
Ｏ
】
正
と
や０

「
『
”
々
ｓ
ヽ
！
↑
■
々
■
】ヽ
ち
」
本≡

。■
”
や
ヽ
々
Ｌ
く
々
事
０
『
０
】
卜
　
０

々
ゃ
ヽ
や
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
々
０
本
　
　
ト

。
‘
拘
々

〉
や
ど
０
「
Ｏ
ｕ
い
口
Ｓ
ヽ

０
“

．
々
０
”
≡
打
”

ｒ
対
ヽ

合
ヽ
ミ
建
”

≡

“

　

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

報
や

　

ヽ

と

和
無

ｖ
Ｖ

ど

０

や

Ｏ

ｕ

■

日

Ｓ
ヽ
Ｏ
ｎ
的
　
ヽ
卜
打
ｓ
や
ヽ
Ｗ
”
々
０
な
ツ
ハ
“
●
ヤ
や
ヽ
単
コ
ヽ
Ｌ
　
Ｖ
Ｒ
■
や
尊
手
騒
口
　
０

的

げ
■
い
町
ｕ

よ
≡
≡

　

ヽ

H

ミ
一　
　
　
一
ｓ
ｒ
！
（

庁
軍
碧
苺
翠

― ヽ い や 巧 0 卜 o―  H ‐  ヽ  4



(調査用紙料 整理番号 (

自然体験学習についてのアンケート
(拙査主体 !兵庄岸立市但馬自然学校)

〈 お 臨 い )

本調査は 今 後の自然体験学習をより充実させるための去礎的な資料を得るためのものです。調査緒

果も流計的に処理されますので ご 紅入■容によって皆様方にご送選をお均Ⅲナするようとことはありま

せん。本轟査の主旨をご理解いただ宮まして ご 晰力いただきますようよるしくお願いします

米記入にあたってのお駆い(必すお読み下さt,

1 回答の当てままる番号を( )に配八するものと容えを( )やEコの中に規入するものがあけます。
2  特 に4旨示がない限り 番 号は1つたけ選んでください

o 全 ての質問にもれなくお答え下さい。

◇小学校についてお尋ねします。

" 小学技の立地は 該当する番号を ( )に配入下さい。

ottFr的自PFに恵まれた場所に立地している

0比較的自然の少ない場所に立地している

………  ……………   … … (   )

2 4中 校の規模は

5年生は  ( )学 級  ( )名 (4校 で 学級 名)

Ⅲ陣誉児学級を台めすに記入してください

◇あなたの」卓校で行われた、自劇本験学習についてお尋t3いたします。

3 宿 泊をともなつていますか 核 当する番号を ( )に 配入下さい。    …    …  (   )

0は い

0い いえ

4 実施日程は   平 成16年 (    )丹 (    ), ヽ )】 ( )日

)泊 )日

)日

…     …           (   )

5  児 童からの徹収金額は

6 宿 泊は 骸 当する番号を (

Ol夕所席在型

0移動型

0その他 (

花泊施設名を教えてください。

)に 配人下さい

立



宿泊の形態について 該 当する番号をいつ

①全日程を宿告泊

0主 に右舎泊でテント泊を合↓

③主にテント泊で宿争泊を倉む

④全日程をテント潤

⑤その他 (

実括の枠組みに 骸 当する番号を一つ ( )

①学校行事

②総合的学習

⑤特別活動

0敬科学留

0その他 (

実施に向llて教師と児■が一捜になって準備に要した宮数 お よび時間を教えてください。

( )に 配入下さい。………    …     (   )

)

に観入下さい。   … ……………………… (

)日  延 べ ( )時 間 (45分をI時間として換算して下さい)

)日  廷 べ ( )時 間 (45分を1時間として湊算して下さV'

)

)に 氾入下さい。………………… …  (   )

0実 施後 ■ 績学習に要した (予定している)日 蝕 お よび時間を教えてください。

Ⅲ 実施に当たり最も重要視した「ね5い」は 麟当する番号を一つ ( )に配入下さい。……(   )
①自然と自分とのより良い関係を知るは株に親しむ宮然を蜘る 自然に対する態受性 環境教育)

0他者と自分とのより良い関係を知る (仲間作り 指 導者とのつながり 厳 閥性)

0新 しい自分の発見 (自主 自立性 忍計力 責任感)

①自然経験活動技術の修得

⑤地捜とのあれあい (地域州 ヒを知る 地捜と交流する)

12 活動プログラムの立衆は 隊 当する番号を一つ (

〇億康と構力の増進

〇基本的生活副繰

③その他 (

C峡員主導型

②児童参画型

③施設暇 主導型

①その他 (
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,,期 間中行われた主な活動プログラムをご配入ください。

しおりなどのプログラムカ〔機せられたH!分=ヨビーして添付していただいても薪格です

指珊岩翻は 激 当する番号を一つ て )に 配入下さいⅢ …  …       … …………(   )

0玖貞が主とをつて行つた

0施設騎員が二となつて行った

0ボランテイテスタック(1,尊Fl 桁榊‖功nt台 3)かFiとなってイ予った

0その他 (                   )

期間中の天俣は 醸当する書号を一つ ( )に配八下さい … …  … ………………… (   )

Oおおむね晴天

O雨文の日もあつた

0期 回中 ず つと而大が綻いた

(こ臨力ありがとうこさいました)



軍前寓査 (田査用紙S) 整理番号 (

自然体験学習に参加するにあたつてのアンケートのお願い

この常査は み なさんの現在の生活のようすを妬う 今 松の者動を容しくするためのものです。テストでは,いので

気埠t告えてくだとい す本ての質問に答えてください。

1 あなたのグラスとlt帝番号E 〉グラス “ 府脅号 (

■と 田  ( 男 子   女 子 )

0 あなたは 次のようなことをLrっくらヽ しヽたことお(あり

lt)貫やヽ竹の■打云いをしたこと

ますか。( )の Ⅲの当てよ=る番,10を lHけてくたさい。

帥度もある(E〉々あれあまりない■査くない

はレイフや色rr 果 ゎの友をtいたり 軒英を切つたこと

め″オルヤマうさんをして,ったこと

l■Bや公口をとに指てら4tているまミをお,た 0したこと

題いものいしめやケンすを々 ちさせた, ことしたこと

うすたのオムッt,え た, ミ ルタをあlrたこと

ロー″ウェイやリフトを縫わす言い山に至ったこと

●力暉 ヽとこらや沈3と ころを見たこ[

い,Iイいこかがやく皇=ゆ つく'見たこと

お官鬼ため 晴 (声を聞いたこと

川て泳いffこと

2時 々ある 0あ まりない 4査 くない)

2 ,″ ある 0あ まり'い 4全 くない)

コ埼イある 3あ をうない 1全 く4い )

Ⅲ何度もある

0」町慶もある

(拐 茂tある

(1“産tある

(1何度`ある

材ヽさい子ともを青負ったり 道 んであチたりしたこと (,何度もある と 時々ある 0あ まり,い

,ル o,や トンポ ネ ッタをとの昆虫をつかまえたこと (卜lTIE tある 2時 々ある 0あ まうない

(Ⅲ打渡`ある 2時 々らな iあ まりない"て 貞をとつたう 点 を為ったりしたこと

きな末t技oたこと

●IS,ある 0あ まりをい o全 くをい)

2時々ある ,あ =うない 々全くをい)

4全 くな ,ヽ

4/Fくを立,

4査くな,,

( 1何度もあ● ■時々ある 3あ =うない 4全 くをい)

(1何度tある 2, 4あ る ,あ =り″Ⅲ 4全 く4い )

(1何度をある Z時 々あ3 3あ ='4Ⅲ  4全 くイい)

(l  a l 疫̀ある 2時 々ある oあ と,ない “査くない)

(1何度もある 2時 々ある 0あ まりをい 4査 くない)

(1何度もある 2時 ,あ る 3あ まりない 4査 くない)

(“"藍 もある 2時 4あ る 0あ =,4Ⅲ  4全 くな↓,ャンフをしたこと



確理辞,(

4 自分のことについてあては=るところにOをつ0て く

(日)■ く子伝いをする0うた

た`ヽヽ
       ガ す. ,         iこ レ
rわめて む てによ0  わ 中と  あ て,草■
ちてい10         あ て̀ よ0

ちて`=
ら0い

●E受ゃリーターを積tFb l l ,さ空 することお(てきな

●歩いている魅Ⅲて寂れても も んくを言わないて

歩きとわすことか【てきな

13だ,↓とでも気をに著″【さる

にはちられた時“uに遅茨!じ,いて行くことかitさる

1左ヽていい本の実や車を知っている

|     |

i     l     l     l

16ルんをの意見をまとめることか〔裕tて あ拓

Ⅲ友達よりうとくてさないことがあっても

いや こなつたりせすコlkりとおすこと"【でどち

●断 しい友とを向に,「 !iる

引朝 人 に壇こ`江 をくても 自 分で超きることか【できな

り0自ハと人"の If活に11漂いう"わ 'があるとこう

“J,う やろうとするとき ,一 ター!=なつてやる方々

tII作 していると中で 失 敗した馬分うち つても

自分で工女して作品々完成させることができる

唖 えている神刑 |あとがちコわること"て さる

0,脱いだ1にや抑ち初はきちんと翌型てきな

∞白体の中に行(と新しい,見 "あ る

|     |     |

(コなんなのできないようとしすかしいことに焼戦する方た

けてさをいこと"あ るとでどとようになる=て努力し

協ける方々

(理を要な時に あ リカ【とう ご "え なさいが言える

Ⅲ13い 時ゃ水い時 1自分で太ほを辞整することがてきる

いJ本 の,の ■盈`矢やちないい

i     l

じⅢ因っている友たちを切けてあげること力iできる

の出,Ⅲナなとき,〔● ll"″ 妥をの力自分でW厳 し

必要なものをやっていくことがでどち

的天質の変イしが伎態にわ鳩

四大人や年上の人に自分の考えを青える

い車花や自ネの,こ を見てき臼することがあと

i     i     l

([観 力ありがとうございました。》



事後耐査く調査翔紙C) 驚理番号(

)

自4-gに ●BRしてのアンケート

1 あ 0た のタラスと“電番号r  ( )ケ ,ス は ■母号 (

a 次のことすらは 事 臨ヨ査と月し内母です力t tttrゆ と震ぁてはまりますか。

つけてください。テストではないので気韓に各えてください。       と す"
ど,0て  0て じ■4j

あてはまるとこうところにOt

すとし
,り=  あ ては=●  0て い=

(視)よ く手伝いとするユうた
章

中

'

(1座長やリーターを構極的に引き受1すること力itきる

(2渉いている述Ⅲ(疲れても `ん くを言わないr

などと,す こと力1できる

付だれとでも気窪に者ができる

“朕められた時岡に遅加し
frいて行くこと,1できな

0たヽていい末の実や草を知つている |     |

ll必んなの意見を=とめることか得稼tあ る

ll腹産■'うまくてさ,t こヽと,あ ってt

Ⅲ■にをったりせす頑張"とおすこと″【きる

口析しい友達を荷単に作れを

i     l     l

●廟 大に起こ■■をくても 自分で起さとこと力ftきる

“宮松と人日の生活にてユ撲いか力わりお'あヽ と思う

が,ろ うとするとき リ ーアーに'つてやな方だ

作していな注,て  実敗した魅分があって`

自分(I夫 して作品を完成させることがで言る

んでいる神囲にあとから加わなことがでさ●

自体の中11行くと新しい発見力【ある

みん,り ヽど,い ようなtrすかしいことに挑戦する方だ

"できないことちてあるとできるようになるまt努力し

出ける方た

要な時に あ りあrとぅ こ めんを`いが官たる

い時や秦い時こ自分で衣lRを調整することができる

いたはや持ち菊はどちんとは理てきる

自体の々の活動,ユ気持ちがいい

侯の受4taI仁態に'か る

i     l     l

っている友た,を,1,てあiFこ とおitきる

かけるときには 何 お“要をのか自分て判暫し

を要をものを袴つていくこと″できる

や年上0人 に自分の考えを言えヽ

や自然の技こを見てる現することお'ある

(ご田力おりがとうこさいました。)
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